
R石巻市

文化財だより
第20号

c もくじ

手漕ぎ船調査報告 (1)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 

手漕ぎ船調査報告 (2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

石巻市半島部の板碑.....................................30 

旧町名表示石柱設置事業 ..... :・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・・・46 

平成二年度文イ七財めぐり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..47 

文化財標柱・説明板設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..48 

石巻市教育委員会



(1) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

(1) に）

鈴
木
東
行

一

調

査

目
的

沿
岸
漁
業
で
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
磯

船
·
網
船
•
釣
船
は
昭
和
4
5年
頃
か
ら
発
売
さ

れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
船
の
普
及
と
船
材
の
原

木
の
入
手
困
難
と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
の
使
用
は

ま
さ
に
終
焉
期
を
迎
え
て
い
る
。
ま
た
伝
承
者

は
毎
年
減
少
し
、
船
大
工
も
共
同
体
を
離
れ
た

り
、
職
を
他
に
転
じ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ

こ
に
緊
急
に
伝
統
的
手
漕
ぎ
船
に
つ
い
て
総
合

的
な
調
査
を
実
施
し
、
保
護
・
保
存
に
つ
い
て

の
基
礎
資
料
を
得
る
。

二

調

査

期
間
と
調
査
者

曰

調
査
期
間

平
成
元
年
10
月
17
日
よ
り
2
月
27
日

調
査
地

桃
浦
•
月
浦
・
折
浜
・
蛤
浜

調
査
者

市
文
化
財
保
護
委
員

三

調

査
報
告

桃

浦
曰

現
在
手
漕
ぎ
船
一
艘
も
な
い
。

口

手
漕
ぎ
船
（
接
船
）
の
造
船

（
話
者
船
大
工
後
藤
善
七

明
3
9
.
3
.29
生）

用
材
の
調
達

＿丁/‘ー

船
主
が
自
分
の
山
の
木
で
用
意
す
る
。
木
挽

き
が
山
に
入
っ
て
木
を
挽
き
、
船
主
が
山
だ
し

の
段
ど
り
を
す
る
。

②

主

材

ス
キ
（
シ
キ
）
の
長
さ
20
尺
の
船
で

5
石
…

直
径
8
寸
以
上
で
杉
三
本
、

1
尺
径
で
は
二
本
。

（
注
…
ス
キ
は
船
底
、
長
さ
の
基
準
）

③
原
木
か
ら
板
ヘ

木
取
り
の
墨
を
入
れ
る
と
木
挽
に
挽
か
せ
板

に
す
る
。

一
本
の
原
木
か
ら
と
っ
た
板
の
使
い

分
け
は
、
芯
の
入
っ
た
板
を
水
圧
の
一
番
か
か

ら
な
い
上
棚
に
使
い
、
芯
脇
を
ス
キ
、
そ
の
次

を
下
棚
・
両
外
端
の
板
に
な
ら
な
い
所
は
こ
ま

か
い
部
品
に
使
わ
れ
る
。
節
に
は
生
き
節
と
死

に
節
が
あ
る
。
生
き
節
は
船
板
に
し
て
も
ア
カ

（
海
水
）
の
入
る
心
配
の
な
い
も
の
。
死
に
節

は
割
れ
が
あ
っ
た
り
、
ガ
サ
ガ
サ
で
押
す
と
ぬ

け
て
し
ま
う
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
使
え
な
い
。

そ
の
よ
う
な
節
は
板
を
使
う
時
に
抜
い
て
、
新

し
く
埋
め
木
を
す
る
。

④

部

材

け
や

き

ミ
ヨ
シ
…
…
欅
木

ス

キ

…

…

杉

チ
リ
…
…
杉
、
松
な
ん
で
も
よ
い

ト

コ

…

…

松

③

設
計
図

手
板
に
引
く
の
は
棟
梁
が
す
る
。

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

△
P
 

怠

木

手
漕
ぎ
船
調
査
報
告
（

平

成

元

年

度

手
漕
ぎ
船
調
査
報
告

東

た

ス
キ
の
撓
め
方

（
町
だ
め
）

船
大
工
が
特
に
意
を
用
い

る
の
は
ス
キ
を
タ
メ
る
こ
と

で
あ
る
。
操
船
を
容
易
に
す

る
た
め
少
し
曲
げ
る
わ
け
で

あ
る
。
焼
き
だ
め
と
言
っ
て

ス
キ
板
の
一
方
を
固
定
し
、

そ
の
端
に

60kg
ほ
ど
の
重
り

石
を
の
せ
て
、
火
を
た
い
て

曲
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
焼

き
だ
め
を
か
け
る
の
は
、
ト

モ
の
方
か
ら
3
尺
か
ら
4
尺

の
と
こ
ろ
で

5
寸
ぐ
ら
い
タ

メ
る
。
（
但
し
ス
キ
20
尺）

（
注
…
飽
と
り
船
の
場
合
は

ス
キ
を
タ
メ
す
ぎ
る
と
波

が
バ
フ
バ
フ
と
あ
た
り
、

気
泡
に
な
り
、
海
底
に
い

る
飽
を
の
ぞ
い
て
い
る
メ

ガ
ネ
（
ガ
ラ
ス
箱
）
を
曇

ら
す
の
で
、
あ
ま
り
ス
キ

を
タ
メ
な
い
方
が
よ
い
。）

(6) 
12寸2寸 12寸 ◀

木
取
り

9

9

9

-

．
 

ト
モ

（杉葉で 1時間半位火をもやす）

て占



石 巻 市 文 化 財 だ ょ り (2) 

をル に
◀ 焼を二 (8) • し上 (7)
桶 判 塗 ラ ⑥ ⑤④  ③②①  は‘棚

5尺 • ・・・叶 田
でりと外す で ぎ中はは
押‘言 穴るノ両叩両クス合棚船ぎ
し卜つ装に °ミ方き方ジミわにの合
たモて 埋 でを圧を引サせは深わ

り の虫 め ＾ 穴 力 縮 木 き シ の 一 さ せ
エリハラ ウデ ‘卜が 木 （四）をスす殺通で順番に

（ヤマガ）
（モミの木）チック（ケヤキ）書夕つ をのあガさしりク序よよ

:- 、 いァく す (2)けイ すに ジ いつ
: "'・ ・ ・ ・ ・ ・ ・-・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・-・ ・ ・ ・13. たにの るの‘で る力引 材て

・定置網の櫓は立派でなくてよい ［は万 ニt手 flt 
沖船の櫓は幅の広い赤ガシが一番良い た家 1 参にる ハをる 用 か

° のル 昭釘 ° ンか ° いら
・ヤマガのエリハラは一番良い 家 タ 打 マけ る 3

印 l ち I o 枚

クスヌ木（カシ 、アヅサ）

⑨

船

具

櫓
•
櫂

•

舵
•

ア
カ
ト
リ
・
竿

・

カ
ギ

·

綱

（オ
モ
テ
と
ト
モ
に
）。

頂
一
艘
の
手
間

だ

‘
’
 

き

①
材
料
の
伐
り
出
し
と
乾
燥
…
…

3
ヶ
月

②

船

の

で

き

あ

が

り

…

…

13
日
し

14
日、

一
人
で
朝
5
時
1
午
後
6
時
ま
で
、

夏
。

③
手
間
賃
は
ス
キ
2
0
尺
の
船
で
、
戦
後
2
0
万

円
で
請
け
負
う
。

⑪

耐
用
年
数

約

10
年
間
、
雨
が
降
っ
た
時
は
イ
タ
ゴ
を
は

ず
し
て
、
す
ぐ
塩
水
を
か
け
る
。

⑫

造
船
場
所

つ
く

作
業
小
屋
は
な
く
、
打
瀬
船
を
造
っ
た
時
は
、

つ
く

西
の
磯
崎
の
浜
で
造
っ
た
。
今
は
船
揚
場
の
わ

ず
か
な
よ
せ
で
つ
く
っ

て
い
る
。
他
の
浜
か
ら

の
注
文
は
出
張
し
て
造

っ
た
。
小
竹

・
蛤
浜

・

折
浜
。

⑬

フ
ナ
オ
ロ
シ
と
オ
フ
ナ
ダ
マ
サ
マ

フ
ナ
オ
ロ
シ
の
当
日
、
進
水
の
前
に
フ
ナ
バ

リ
の
真
ん
中
を
ほ

っ
て
オ
フ
ナ
ダ
マ
サ
マ
と
称

す
る
御
神
体
を
船
大
工
が
は
め
込
み
、
次
に
餅

と
船
主
の
年
令
の
数
だ
け
マ
キ
銭
を
紙
に
く
る

ん
で
人
々
に
ま
き
、
船
主

・
神
主
、
船
大
工
が

オ
フ
ナ
ダ
サ
マ
に
供
え
餅
と
御
神
酒
を
あ
げ
て

拝
む
。
こ
の
時
、
謡
三
番
を
唱
い
、
船
に
綱
を

つ
け
て
お
ろ
し
、
船
に
子
供
達
を
乗
せ
て
「
左

強
い
か
」

「右
強
い
か
」
と
言
っ
て
試
乗
す
る
。

（
注
…
オ
フ
ナ
ダ
マ
と
は

一
銭
銅
貨
12
枚
（
う

る
う
年
に
は

13
枚）

・
サ
イ
コ
ロ

2
個
と
紙
で

作
っ
た
メ
（
女
）
と
オ
ト

（
男
）
の
オ
ヒ
ナ
サ

マ
を
抱
き
合
わ
せ
に
し
た
も
の
）

ミヨシ

上棚 (1寸2分厚）

表；

中棚 (1寸2分厚）

コベリ

深さ13尺

＝肩幅 5尺x-t

＇ 
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I 
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I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 
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た ー一―----------- ----— ー全長23尺--- - -- ----

I 

I 

I 

I 

＇ I 

I 

I 

I 

I 

I 
I 

と—---- -- ---- - ―ー スキ 20尺

ピ
友

・, 

: 
ケイD I 

(2寸厚）一― --- - - -- --...,.: 

オフナダマサマ

（三）

「
ワ
セ
ン
」
定
式
寸
法

（話

者

船

大

工

後

藤

善

七

）

I 

I 

I 

---------
I 



(3) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

回

船

大

工

（
話
者

遠
藤
善
七
）

①

修

業

①
年
季
奉
公
（
棟
梁
、
鈴
木
留
蔵
に
弟

子

入

り

）

…

…

…

15
歳
1
2
1
歳

②

お

礼

奉

公

…

…

…

22
歳

③
独
立
…
2
3
歳

④
動
力
船
導
入
の
た
め

28
歳
の
時
、
石

巻
の
山
西
・
村
上
造
船
で

2
年
間
修
業

（
注
…
遠
藤
善
七
氏
の
よ
う
に
浜
で
独

立
し
て
造
船
に
従
事
し
て
い
る
職
人
も

あ
れ
ば
、
田
代
島
仁
斗
田
出
身
の
遠
藤

四
三
男
（
現
住
所
…
石
巻
市
松
原
9
1

28
、
明
3
6
.
1
0
.
2
8
生
ま
れ
）
氏
の
場

合
の
よ
う
に
一
人
前
に
な
っ
て
も
田
代

島
大
泊
浜
の
大
網
の
瀬
主
、
津
田
治
七

に
帰
属
し
て
網
船
（
ダ
ン
ベ
・
ド
ッ
キ
）

の
修
繕
に
従
事
し
、
大
網
漁
が
キ
リ
ア

ガ
ル
（
旧
九
月
）
と
渡
り
職
人
と
し
て

伊
豆
•
伊
東
・
陸
中
に
出
掛
、
か
せ
ぎ

な
が
ら
腕
を
み
が
き
、
旧
二
月
の
キ
リ

ハ
ジ
メ
に
田
代
に
戻
っ
て
仕
事
に
従
事

す
る
船
大
工
も
い
る
）

②

大

工

道

具

（
写
真
①
ー
⑥
参
照
）

①
・
マ
サ
カ
リ
②

•
小
バ

・

チ

ョ

ン

ナ

・

中

バ

・

カ

ン

ナ

（

ノ

コ

ギ

リ

）

③
・
ツ
キ
ノ
ミ

•
一
寸
二
分
の
ヤ
ッ
コ
ノ
ミ

・
ヤ

ッ
コ
ノ
ミ

（
ヤ
ッ
コ
ノ
ミ
は
平
ノ
ミ
と
も
言
っ

て
「
カ
シ
ラ
キ
リ
」
と
言
っ
て
船
材

の
は
ぎ
合
わ
せ
の
時
、
釘
頭
の
穴

．
 

を
彫
る
ノ
ミ
）

（クギノミヨリ）（ツバノミヨリ）

④

・
ク
ギ
ノ
ミ
（
ツ
バ
ノ
ミ
）

（
船
釘
は
そ
の
ま
ま
打
つ
と
曲
が

っ

て
し
ま
う
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ク
ギ

ノ
ミ
で
穴
を
あ
け
て
お
く
）

•

片
ク
ギ
ノ
ミ
（
片
ツ
バ
ノ
ミ
）

（
は
ぎ
合
わ
せ
る
板
の
双
方
に
ク
ギ

ノ
ミ
（
ツ
バ
ノ
ミ
）
で
穴
を
あ
け
た

後
、
片
ク
ギ
ノ
ミ
で
穴
合
わ
せ
す
る
）

ャッコノミ及ビ追入れノミ

（平ノミ）

（カシラキリ）

オトシクギ

＝＝＝ニニニニニ］
』

（埋め込みの機能を果たす）

トウリ （チョウナガシラ）

』
（カスガイと埋め込みの機能を

一本で兼ね備えたもの）

こニ

⑤
•

釘
ヌ
キ

じ

が

ね

•

自
（
由
）
金

•

曲
金

⑥

・
ス
ミ
ツ
ボ

⑦

・
フ
ナ
ク
ギ

渡
波
の
鍛
冶
屋
か
石
巻
の
ハ
シ
ジ
メ

よ
り
購
入

片グギノミ （片ツバノミ）

二

（ハギツケ）

②
 

▲小 パ・ 中 パ ①
 

▲ マサカリ・チョンナ・カンナ



石巻市文化財だより (4) 

④
 

▲ クギノミ （ッパノ ミ） ③ ▲ ツキノミ・ 1寸2分のヤッコノミ・ ヤッコノミ

⑥
 

▲ ス ミツ ボ ⑤
 

▲釘ヌキ・自 （由）金 ・曲金

漁場 種 類 呼び名 ・船型 ・寸法 備 考

あ わ び 船の呼び名ない、 2階棚型、ス 瀬主 5人いたが、現在 1人に権

キ12尺（丈 2)、肩幅 4尺、深 利を売った。ガラスをのぞき、

磯
さl尺-1.1尺、 一人乗り カギでとる。

わかめ、 ひじき、 「ワセン」 2階棚、 2人乗り、 鎌の先に竿をつけ海藻を刈りと

いそのり スキ20尺-21尺、肩幅 5尺、深 る。

さ1.3尺

地
水晶型器械網 （定置網） 「ワセン」 2階棚、 2人乗り、 昭和10年頃まで、現在はツボ型

（このしろ、ふくらい） スキ20-21尺、肩幅 5尺、深さ 定置網いわしは肥料とメザシ。

先 わかな、 いわし 1.3尺、 1艘

----------------------------------------.. -.... -------・-----------------・-........... --......... -... -........ --. -・............. -.. -. 

沿 モノ器械定置網

？人乗り、 令尺網I： ゴザネ （竹をたばねた浮子）に

岸
（小 鯛、 たつ魚） 網をつけた定置網、囲網は縄を

ろ リ 使用。

籍 ぶ つ 呼び名「沖船」型…不明、 10人 明治40年頃、田代 ・網長の沖の

（いしなぎ、長さ 3尺） 乗り 、スキ40尺、 帆がけ八丁櫓、 ギラ （底根のある所）につく、

沖 の高級魚、肝は薬 擢なし 縄 （ナ）をあげる時、重いので

「テッカ」を手にはめてひっぱ

り揚げた。

鰹 1 本 釣 帆掛け 大正 2年大シケで 5艘のうち 2

合 艘沈没、操業しなかった。

打 瀬 網 「ミカワセン」 （角帆） 田代沖 (6月-9月）のギラに

つく根魚、なまこを漁獲

国

桃

浦

の

漁

の

種

類

・
船
の
呼
名

・
型

・
寸
法

（
話
者
後
藤
辰
男
、
遠
藤
善
七
）

注・・・戦前、渡辺兵治（屋号 ・カワジリ）田代に大網かける



(5) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

漁 の種類 呼び名・型・寸法 備 考

磯物とり

（あわび、コツ突き）
カゼ、てんぐさなど

磯

「イソグ リ船」、 2階棚

型、 1-3人乗り、スキ

丈 1-丈 3 (1丈三尺）、

肩幅3.5尺-4.5尺、深さ

1.5尺

昭和63.3.23予備調査で

は、わかめとり「ワセン」、

二階棚 （「タ ナヅキ」）、

2人乗り、丈物、あわび

とり「イ ッケコ」、 1階棚、

シキ l丈（丈物）、肩幅

3尺、高さ1.5尺

網

ヽ

ノ式
鰯

謀

き

用

網

大

生
シ

落

は

ザ

メ

の耳

式
期

ネ
初
た
μ
、

ガ

正

の

料

メ

大

鰹

肥

卜

(

.

.¥

ー

地

先

沿

岸

定 置 網「ワセン」、 2階棚型、

水 晶型器械定置網 2人乗り、ス キ16-18尺、

（いわ し、さば、青 肩幅 4尺、深さ1.8尺
すずき、白魚 ） 

鰈

のベ

刺 網

2艘でおこす

① 「ドエ」、 ダンベ型、

7-8人乗り 。ス キ21-
23尺、肩幅5.3尺、4丁櫓、

4擢

② 「タカ」、ワセン型 (2

階棚）、 3-4人乗り、

スキ18尺、 2丁櫓、 1擢、
深さ 2尺、肩幅 5尺（部

落3か統）

「ワ セン」、タナヅキ (2

階棚型）、 2人乗り、ス

キ16-18尺、肩幅 4尺、

深さ1.8尺、 2-3人

大正初期まで 3艘でおこ

す。

①ドエ②タカ③沖船ドエ

はダンベ型、タカと沖船

はワセ ン型、水夫は婦女

子、昭和15年、共同網や

め個人に貸しつける

10年前まで 5か統あった

3丁櫓、擢は使用せず。

うけ ぐり

手 繰 綺 「ワセン」、タナ ヅキ型 I明治末～大正初め

（しゃ こえび、かじか） (2階棚型）、スキ （シキ）

18尺、 3丁櫓

延 籍「ワセン」、タナヅキ型、どんこ、すえ（根魚）…

（どんこ 、すえ、はぜ） スキ 15-18尺、肩幅4.2 ,1籍、はぜ縄、すずき縄、

すずき、はも 尺、深さ1.5尺 はも縄と魚によ って縄が

ちがう 。

月

浦

日

現
存
、
手
漕
船
一
艘
。
阿
部
武
雄
所
有
、

現
在
使
用
中
。
昭
和
四
二
年
五
月
進
水
。
荻
浜
、

斉
藤
正
人
造
船
。
呼
び
名
「
コ
プ
ネ
」
。
二
階

棚
型
。
磯
物
（
あ
わ
び
）
・
す
ず
き
縄
な
ど
漁

す
る
。
ス
キ
丈
三
、
深
さ
一
．

三
尺
、
肩
幅
四

尺
（
写
真
⑦
参
照
）

口

漁
の
種
類
・
船
の
呼
び
名

・
型

・
寸
法

（
話
者
阿
部
喜
一
大
正
1
0
.
1
.
3
生）

m
昭
和
55
年
度
の
月
浦
の
漁
業
習
俗
（
東

北
歴
史
資
料
館
）
の
調
査
で
船
大
工
新
保
吉
太

郎

（大
正
9
.
2
.
1
日
生
ま
れ
）
は
「
サ

ッ

パ
」
（

一
階
棚
型
）
は
牡
鹿
半
島
の
裏
浜
（
特

に
江
ノ
島
）
で
使
用
し
、
月
浦
で
は
「
ワ
セ
ン
」

（タ
ナ
ヅ
キ
ニ
階
棚
型
）
を
使
用
し
て

い
る
と

言
っ
て
い

た
が
、
今
回
の
話
者
阿
部
喜
一
（
大

正
10
.
1
.
3
日
生
ま
れ
）
も

一
階
棚
型
は
波

'---

（な

しき

ま こと

網

）り

「ワ セン」、タナヅキ型、

2人乗り、 1人乗り 、ス

キ15-18尺

少数のみ

沖 鰹

合 Iは も 本
釣
筒 「ワ セン」、 2階棚型

金華山沖

田代、網地島沖

が
荒
い
た
め
使
用
し
た
が
ら
な
い
と
言
う
こ
と

で
あ
る
。

②

昭
和
13
年
頃
ま
で
ヤ
キ
ダ
マ
式
動
力
船

が
一
般
化
し
て
い
た
。
昭
和
30
年
代
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
・
チ
ャ
ッ
カ
が
普
及
し
、
セ
ン
ガ
イ
機
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
船
の
導
入
は

20
年
位
前
か
ら
で

あ
る
。
木
造
船
は
風
に
対
す
る
抵
抗
力
あ
り
漁

に
よ
い
が
、
ニ
ラ
（
虫
が
船
に
つ
く
）
で
穴
が

り理あ
金にく
額金の

＾ が で
ス か ‘
キか年

正丈り一
3'面
ご又の
がフ

。手

高ラ
入

いス九

° チ ＾
ッ 浄

ク 化
船-
よ修
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おダ＇ヽ・,.... 

▲「タナヅキ」二階棚型網船

折浜亀山 巌所有

▲ 「イ ッケコ」刺網船（シャコエビとり ）

折浜平塚子之吉所有

折
ノ
浜

曰

現
存
手
漕
船
四
艘
竹
沢
囲
前
網
浜

①
平
塚
子
之
吉
（
可
）
所
有
、
湾
内
で

シ
ャ
コ
エ
ビ
と
り
の
刺
網
船
と
し
て
使

用
、
「
イ

ッ
ケ
コ
」

（写
真
⑨
参
照
）

▲「イ ッケダナ」スキ丈3深さ1.4尺磯船

折浜亀山 巌所有

▲ 「イ ッケッコ」 1階棚型スキ丈3肩幅4.5尺

深さ 2尺磯船 折浜四野見芳吉所有

②亀山巌所有。破損、腐朽。網船

「タナヅキ」（二階棚型）

（写真⑩参照）

漁
漁 の 種 類 呼び名・船の型・寸法 備 考場

あわび（カギとり） 「カッケダナ」、 1階棚型、 船大工は桃浦の後藤善七、

磯
1人乗り、スキ丈 3、深さ 袋谷地相沢大工（話者によ

1.4尺 る）

わ か め 同 上 2人乗り カマに竿をつけ刈り取る

水晶型器械定置 網 「タナツギ」、 2階棚型、 シッツク大工が造船

2人乗り、スキ19.5尺、肩

地 幅6.5尺、深さ1.7尺

闘
ふせ

伏定置 網 呼び名不明、 10人乗り、ス 漁場は小竹～折浜の中間。

先 （いわし、鰹の餌用） キ23-24尺、肩幅 9尺、深 組織一瀬主

さ2尺、櫓 4丁-5丁、擢 ↓ 

沿 4丁-5丁 船員ー I船頭＋水夫＋女 I
釣 船

岸 小 縄 「イッケコ」、 1階棚型、 船揚場は竹沢囲前網浜 （浜

（：う、どんこ、はも）
スキ丈 3、肩幅4.5尺 の東端）造船は西の真浜

①
 
桃浦、月浦と比較し、磯船• 釣船に「イッカイダナ」

(1階棚型）の利用が目立つ。

（二）
③

四
野
見
芳
吉
（
大
正
1
.
1
2
.
1
6
日

生
）
所
有
。
収
集
許
可
祝
田
の
阿
部

造
船
で
つ
く
る
。
「イ

ッ
ケ
コ
」

ス

キ

丈

3
。
肩
幅
ば
尺
。
深
さ
2

尺
。
飽
漁

・
延
縄

・
定
置
網
に
使
用

（写
真
⑪
参
照
）

漁
の
種
類
・
船
の
呼
び
名
・
船
型
・
寸
法
。

（話
者
亀
山
巌
）

④

亀
山
巌
所
有
、
現
在
使
用
せ
ず
。
石

巻
市
袋
谷
地
、
相
沢
大
工
造
船
、
「
イ
ッ

ケ
ダ
ナ
」

ス

キ

丈

3
。
深
さ

M
尺

（写
真
⑫
参
照
）
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旧暦月 2
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4
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7
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10 11 12 

漁

うけぐり網

ハゼ

うけぐり

ヽ

ンャコエビ

うitぐり

（カレイ）

の
ひらめ縄

（金華山沖）

種

類

こしき網

ナマコ
テングサ

アワビとり アワビとり
（特定の人）

②

漁

期

蛤

浜

曰
現
在
、
手
漕
ぎ
船
、

口

漁

業

と

手

漕

船

（
話
者
平
塚
又
右
衛
門

大
正

8
.
1
2
.
9
日
生
ま
れ
）

戸
数
と
漁
船
数
（
昭
和
10
年
代
）

戸
数

15

船
数
「
タ
ナ
ヅ
キ
」
二
階
棚
型

…
…
…
…
…

7
艘

「
イ
ツ
ケ
ッ
コ
」
一
階
棚

…
…
…
…
…

5
艘

機
械
船
（
沖
の
縄
ぶ
つ
専
門
）3

艘

(1) 

一
艘
も
な
い

。

③
磯
漁

•

釣
漁
（
縄
）

・

う
け
ぐ
り
網
漁

も
、
「
タ
ナ
ヅ
キ
」
二
階
棚
型
の
一
艘
の

船
で
兼
用
し
た
。

ス

キ

丈

5
。
肩
幅

5
尺
、
深
さ

2
尺

帆
か
け
、
二
丁
櫓
。
櫂

2
丁
。

船
大
工
…
…
桃
浦
出
身
の
大
山
造
船

（
大
山
惣
助
）

な

④

ひ

ら

め

縄

漁

「
タ
ナ
ヅ
キ
」
三
人
乗
り
、
二
丁
櫓
。

櫂

一
丁
に
帆
を
か
け
て
、
カ
メ
（
活
魚
槽
）

に
イ
ワ
シ
を
活
け
て
、
朝

2
時
船
出
、

12

時
に
目
的
地
、
金
華
山
沖
に
着
く
。
夜
縄

を
ぶ
っ
て
早
朝
に
あ
げ
る
。

一
斗
樽
に
飲

科
水
を
入
れ
、
石
油
カ
ン
の
ク
ド
で
煮
炊

き
し
て
食
事
を
と
り
、
鮎
川
港
に
入
港
し
、

石
巻
に
行
く
巡
航
船
に
魚
を
お
ろ
す
。
三

日
間
位
漁
を
し
、
浜
に
帰
っ
て
く
る
。

四

調

査

結

果

か

ら

↑

現
在
、
海
上
で
使
用
し
て
い
る
手
漕
ぎ

、'、

船
は
月
浦
の
一
艘
の
み
で
、
折
浜
の
四
艘
は
浜

に
あ
げ
ら
れ
て
、
腐
朽
を
待
つ
運
命
に
あ
る
。

収
集
許
可
さ
れ
た
一
艘
を
市
で
緊
急
に
確
保
し

て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

（
二
）
月
浦
•
桃
浦
は
磯
船
•
網
船
·
縄
船
に

タ
ナ
ヅ
キ
ニ
階
船
型
が
主
流
を
な
し
、
月
浦
は

磯
船
に
ス
キ
丈
3

、
網
船
•

縄
船
（
釣
船
）
の

主
流
は
ス
キ
丈

6
ー
丈

8
が
標
準
型
で
あ
る
。

桃
浦
は
磯
船
の
あ
わ
び
船
は
丈

2
。
網
船
と
わ

か
め
と
り
船
は
ス
キ
ニ

O
尺
が
主
流
を
な
し
て

い
る
。

折
の
浜
は
前
者
に
比
較
し
て
磯
船

•

釣
船
も

「
イ
ッ
カ
イ
ダ
ナ
」
一
階
棚
型
の
利
用
が
目
立
つ
。

蛤
浜
は
地
先
沿
岸
に
定
置
網
に
適
し
た
所
が

な
い
た
め
、
地
先
沖
を
流
し
航
行
す
る
ウ
ケ
グ

リ
船
や
沖
に
進
出
し
、
金
華
山
沖
で
が
っ
ち
り

し
た
「
タ
ナ
ヅ
キ
」
二
階
棚
型
丈

5
、
二
丁

櫓
、
櫂

2
丁
、
帆
か
け
船
で
ひ
ら
め
延
縄
に
従

事
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾

向
は
祝
田
浜
の
め
の
け
延
縄
船
（
「
タ
ナ
ヅ
キ
」

6
人
乗
り
、

4
丁
櫓
、

2
櫂
）
の
金
華
山
沖
‘

進
出
に
も
見
ら
れ
る
。

曰

昭

和

51
年
の
宮
城
県
民
族
資
料
緊
急
調

査
で
は
、
田
代
・

小
渕

・
江
ノ
島
で
磯
船
（
特

に
飽
カ
ギ
と
り
）
、
定
置
網
船
に
カ
ッ
コ

ー

（＜

り
船
か
ら
発
達
し
た
準
構
造
船
）
を
使
用
し
た

と
伝
承
者
は
語
っ
て
い
る
。
今
回
は
採
訪
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

準
構
造
船
の
伝
承
者
の
発
見
と
文
献
資
料
の

発
見
に
意
を
そ
そ
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

四
船
大
工
の
分
布
に
つ
い
て
は
南
は
小
網

倉
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
、
荻
浜

・
月
浦
・

桃
浦
グ
ル
ー
プ
、
石
巻
祝
田
の
グ
ル

ー
プ
と
石

巻
市
内
が
あ
り
、
今
回
の
調
査
で
は
各
浜
の
漁

師
は
必
ず
し
も
グ
ル

ー
プ
に
左
右
さ
れ
な
い
で

船
を
注
文
し
造
船
し
て
い
る
。

田
三
陸
海
岸
地
方
の
船
大
工
に
「
一
寸
倍
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
基
本
的
な
一
寸

の
差
が
（
ス
キ
の
）
船
形
に
決
定
的
な
変
化
を

与
え
る
と
い
う
意
味
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
布
地
域
に
固
有
の
船
型
が
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
特
に
漁
船
は
漁
浦
よ

り
漁
場
ま
で
の
航
行
用
具
で
あ
る
と
と
も
に
、

漁
場
に
あ
っ
て
は
作
業
場
で
あ
り
、
船
型
や
構

造
は
漁
場
に
あ
っ
て
は
作
業
場
で
あ
り
、
船
型

や
構
造
は
漁
場
の
自
然
的
な
様
相
と
漁
種
に
即

応
し
、
主
材
の
強
度
と
帆
走
を
含
め
た
人
力
に

よ
る
漕
力
、
さ
ら
に
船
上
作
業
上
で
の
人
体
と

な
が

の
調
和
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
、
永
い
年
代

に
わ
た
る
経
験
に
よ
り
改
良
が
重
ね
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
完
成
度
の
高
い
、
地
域
固
有
の
定

式
寸
法
が
案
出
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
広
域
的

な
総
合
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

―
最
後
に
今
回
の
調
査
期
間
は
浜
で
一
番
多
忙

な
カ
キ
む
き
時
季
で
あ
る
。
調
査
地
の
区
長
、

話
者
の
協
力
的
姿
勢
に
心
か
ら
感
謝
し
て
結
語

と
す
る
。
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調

査

報

告

調
査
期
間
と
調
査
者

調

査

目

的

鈴
木
東
行

前
年
度
に
同
じ
。

手
漕
ぎ
船
調
査
報
告

平

成

2
 

二

年

度

手
漕
ぎ
船
調
査
報
告

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

曰

調

査

期

間

平
成
二
年
七
月
四
日
よ
り
二
月
二
八
日

調

査

地

祝
田
浜
•
萩
浜
•
福
貴
浦
•
鹿
立
・
狐

崎
•
竹
浜
・
牧
浜
・
仁
斗
田
浜
・
大
泊

浜
。

口

調

査

者

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

祝
田
浜

日

現
在
、
手
漕
船
は
一
艘
も
な
い
。

は
ぎ

口
船
大
工
と
接
船
の
造
船
に
つ
い
て
。

話

者

船

大

工

阿

部

忠

雄

（
大
正
2
.
1
1
.
1
9
生）

①
系
譜
と
修
業

・
系
譜

津
田
国
蔵
↓
父
阿
部
忠
之
返
↓
忠
雄
↓

善
雄

•

修
業

渡
波
尋
常
小
学
校
を
卒
業
と
同
時
に
父
忠
之

返
の
内
弟
子
に
な
る
。
親
子
の
仲
と
雖
も
、
仕

木

△
P
 

怠き
ぴ

事
に
つ
い
て
は
厳
し
か
っ
た
。
「
人
の
仕
事
を

見
て
、
覚
え
よ
」
と
言
っ
て
、
手
を
と
っ
て
教

え
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

つ
く

父
は
「
自
分
で
小
船
を
造
れ
る
位
だ
っ
た
ら
、

一
人
前
だ
」
と
語
っ
た
。
そ
の
言
の
よ
う
に
な
っ

た
の
は

20
歳
頃
で
あ
っ
た
。
昭
和
八
年
（
ニ
―

歳
）
、
女
川
町
江
の
島
か
ら
嫁
を
迎
え
た
。
そ

れ
が
縁
で
、
後
で
江
の
島
の
サ
ッ
パ
（
磯
船
）

を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
女
川

の
阿
部
慶
三
郎
造
船
、
石
巻
の
造
船
所
で
動
力

木
造
船
の
造
り
方
に
つ
い
て
修
業
し
た
。

•

独
立

昭
和
13
年
（
二
六
歳
）
で
、
父
か
ら
独
立
し

て
、
船
主
の
い
る
浜
に
行
っ
て
場
所
を
借
り
て

い

じ

よ

く

て

じ

よ

く

船
を
造
っ
た
。
（
注
：
・
職
人
は
居
職
と
出
職

あ
り
、
こ
の
場
合
、
出
職
に
当
た
る
）

手
掛
け
た
磯
船
は
万
石
浦
の
種
ガ
キ
用
ダ
ン

ベ

•
佐
須
浜
の
小
船
チ
ョ
ロ
コ
・
小
竹
方
面
の

イ
ッ
ケ
コ

・
江
の
島
の
鮪
取
り
の
サ
ッ
パ
な
ど

で
あ
る
。

昭
和
45
年
（
四
七
歳
）
、
現
在
地
（
祝
田
浜

字
祝
田
）
に
落
ち
着
き
、
造
船
場
を
つ
く
り
、

息
子
善
雄
と
半
島
の
漁
師
の
機
械
船
の
注
文
に

応
じ
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

②

大

工

道

具

•

木
取
り
（
製
材
）
の
道
具

こ

ぴ

き

木
挽
鋸
（
前
挽
き
）
。
ヨ
コ
ビ
キ
。
メ
ガ

東

一丁;‘ー

•

船
材
を
加
工
す
る
道
具

チ
ョ
ウ
ナ
。
マ
サ
カ
リ
（
写
真
3
参
照
）

荒
シ
キ
（
横
ぎ
り
）
。
細
鋸

（万
能
鋸
）

（
写
真
4
の
②
③
参
照
）

•

船
板
の
接
合
せ
作
業
具

①
墨
つ
け
用
具
（
ツ
ボ
カ
ネ
）

曲
金
。
墨
サ
シ
。
墨
ツ
ボ

（写
真
5
参
照
）

②
ツ
バ
ノ
ミ
よ
り
道
具

◀
写
真
2

②
ヨ
コ
ビ
キ
（
左
）

③
メ
ガ
ネ
ノ
コ
（
横
に
切
る

◀
写
真
1
木
取
り
（
製
材
）
の
道
具

①
木
挽
鋸
（
前
挽
き
）

ネ
ノ
コ
。（
写
真
1
.
2
参
照
）

船
釘
を
そ
の
ま
ま
打
つ
と
曲
が
っ
て
し
ま

う
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ツ
バ
ノ
ミ
で
ハ
ギ
ジ

に
釘
穴
を
あ
け
て
お
く

ツ
バ
ノ
ミ

（
船
釘
を
打
ち
込
む
ハ
ギ
ジ
に
前
穴
・
先

穴
を
ツ
バ
ノ
ミ
と
ゲ
ン
ノ
ウ
で
あ
け
る
）

（
写
真

7
.
8
の
③
④
⑤
⑥
。
平
成
元

年
報
告
書
の
図
参
照
さ
れ
た
し
）

◀
写
真
3
船
材
を
加
工
す
る
道
具

①
チ
ョ
ウ
ナ
（
上
）

②
マ
サ
カ
リ
（
斧
）
（
下
）

◀
写
真
4・

ス
リ
合
せ
用
具

左
①
オ
オ
ド
シ
（
大
き
い
船
の
船
板
用
）

•
船
材
を
加
工
す
る
道
具

②
荒
シ
キ
（
ヨ
コ
ギ
リ
）

③
細
ノ
コ
（
万
能
）
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小中

▲写真6 「スリアワセ」の道貝

上からC疫XJ)・・・小歯 （仕上用）Q泡）…中歯

③
ス
リ
合
セ
の
道
具

オ
オ
ド
シ
（
大
き
い
船
の
用
材
を
挽
く
）

（
写
真
4
の
①
参
照
）

歯歯
（
仕
上
げ
用
鋸
）

（
写
真
6
参
照
）

◀
写
真
5
•
墨
つ
け
用
貝
（
「
ツ
ポ
カ
ネ
」

①
曲

金

②
墨
サ
シ

③
墨
ツ
ボ

⑤
ハ
ギ
付
ケ
道
具
（
船
釘
を
打
つ
道
具
）

釘
シ
メ
。
ゲ
ン
ノ
ウ
。

（
写
真
9
の
⑤

e)参
照
）

k,--, 

◀
写
真
1
0

ポ
ル
ト

タ
ッ
ク

オ
ト
シ

＇ 

[[l' 

④
穴
合
わ
せ
用
具

は
ぎ
合
わ
せ
の
板
の
双
方
に
ツ
バ
ノ
ミ
で

穴
を
あ
け
た
後
、
片
ツ
バ
ノ
ミ
で
穴
合
わ
せ

を
す
る

片
ツ
バ
ノ
ミ（

写
真
7
.
8
の
の
あ
）
参
照
、
平

成
元
年
報
告
書
の
図
参
照
）

◀
写
真
7
.
8

•
穴
合
せ
用
具

左
よ
り

e②
片
ツ
バ
ノ
ミ

（①
は
先
が
折
れ
た
）

・
ツ
バ
ノ
ミ
よ
り
道
具

③

e⑤
⑤
ツ
バ
ノ
ミ

（
船
釘
を
打
ち
込
む
穴
を
あ
け
る
）

◀
写
真
9
ハ
ギ
ッ
ケ
道
貝

左
か
ら
の
⑦
⑤
ア
・
カ
ス
ガ
イ

④
:
•

オ
ト

シ

釘
｝
釘
を
打
つ
道
貝

⑤
釘

シ

メ

⑥
ゲ
ン
ノ
ウ

•

船
釘
と
ボ
ル
ト

カ
イ
オ
リ
…
コ
ベ
リ
を
ハ
ギ
合
わ
せ
る
釘

ト
ウ
リ
…
シ
キ
と
タ
ナ
を
接
合
せ
る
時
、

用
い
る
釘

…
船
板
と
船
板
を
ハ
ギ
合
わ
せ

る
釘

…
船
の
ろ
っ
骨
（
マ
ツ
ラ
）
を

止
め
る

（
写
真
1
0
.
1
1
参
照
）

船
釘
と
ポ
ル
ト

・
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）
を
測
定
す
る
道
具

ヒ

ラ

キ

棒

（

写

真

12
参
照
）

◀
写
真
1
2
ヒ
ラ
キ
棒
（
ミ
ヨ
シ
、
ト
ダ
テ
、

タ
ナ
の
ヒ
ラ
キ
を
測
定
す
る
時
使
う
）

・
マ
キ
ハ
ダ
を
打
つ
道
具

ハ
ギ
合
わ
せ
た
板
の
す
き
間
か
ら
水
が
漏
れ

な
い
よ
う
に
マ
キ
ハ
ダ
を
つ
め
る
。

口
開
ケ
ヤ
ッ
ト
コ

ナ
ラ
シ
。
ウ
チ
コ
ミ

0

マ
キ
ハ
ダ
°（

写
真
13
.
1
4
参
照
）

◀
写
真
1
1
船
釘
と
ボ
ル
ト
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◀
写
真
1
3
.
1
4
．
マ
キ
ハ
ダ
を
打
つ
道
貝

（
ハ
ギ
合
せ
た
板
の
す
き
間
か
ら
水

が
漏
れ
な

い
よ
う
に
マ
キ
ハ
ダ
を

つ
め
る
道
具
）

左
よ
り
①
②
ウ
チ
コ
ミ

③
ナ
ラ
シ
（

マ
キ
ハ
ダ
用
）

④
ホ
ー
コ

ン
ナ
ラ
シ
（
ホ
ー
コ

ン

…
油
つ
け
た
麻
）

⑤
D
開
け
ヤ

ッ
ト
コ

⑥
マ

キ
ハ
ダ

（檜
の
中
の
皮
で、

で
き
て
い
る
）

シキ

③

造

船

工

程

・
用
材
の
調
達

昔
は
船
王
が
自
分
の
山
の
木
で
用
意
し
た
が
、

船
大
工
の
請
負
制
に
な
り
、
木
挽
を
山
に
つ
れ

て
行
き
、
用
材
に
な
る
立
木
を
自
分
で
選
定
し
、

現
場
で
木
挽
に
船
板
（
ケ
イ
ゴ
）
を
挽
か
せ
た
。

最
近
は
製
材
所
に
行
っ
て
選
定
し
、
船
板
の

製
材
を
頼
む
。

伐
り
出
し
は
山
の
神
に
御
神
酒
を
上
げ
て
お

が
み
、
そ
れ
か
ら
作
業
を
は
じ
め
る
。
伐
り
出

し
人
が
拝
む
の
が
通
例
だ
が
、
依
頼
人
が
拝
む

場
合
も
あ
る
。

•

主
材

シ
キ
（
ス
キ
）
の
長
さ
18
尺
5
寸
の
サ
ッ
パ

（女
川
町
江
島
）
の
場
合
、

一
艘
の
杉
材
の
石

数
は

5
石
で
あ
る
。
石
数
の
単
位
は
丸
太
で
径

一
尺

x
長
さ
10
尺
で
あ
る
。

注
…
ス
キ
（
シ
キ
）
は
船
底
で
船
の
長

さ
を
言
う
場
合
の
基
準
で
あ
る
。

•

原
木
か
ら
船
板
へ
（
木
取
り
）

一
本
の
原
木
か
ら
と
っ
た
板
の
使
い
分
け
は

左
図
の
通
り
で
あ
る
。

良
質
杉
材
、
年
輪
四

0
年
1
四
六
年
（
普

通
八

0
-
1
0
0
年
経
た
も
の
が
良
材
で
あ

る）
注
：
・
杉
材
が
良
で
あ
れ
ば
シ
キ
は
、
芯
部
か

ら
と
る
が
、
普
通
は
芯
部
は
棚
で
そ
の
両
わ
き

が
シ
キ
を
と
る
。
平
成
元
年
の
報
告
書
参
照

船
板
（
ケ
イ
ゴ
）
は
製
材
し
て
か
ら
一
カ
月
、

た
だ
並
べ
立
て
て
乾
燥
し
た
り
、
ハ
セ
架
け
に

し
て
乾
燥
し
た
り
す
る
。

節
に
は
「
生
き
節
」
と
「
死
に
節
」
が
あ
る
。

生
き
節
は
船
板
に
し
て
も
ア
カ
（
海
水
）
が
入

ら
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
使
い
、
死
に
節
は
、

そ
の
ま
ま
で
使
え
な
い
の
で
抜
い
て
新
し
く
埋

木
を
す
る
。
赤
味
の
ケ
イ
ゴ
を
ア
カ
ダ
と
言
い

良
質
、
白
味
の
も
の
を
ア
マ
と
言
い
腐
れ
や
す

‘.
o
 

し

注
…
白
味
の
も
の
を
シ
ラ
ダ
、
外
側
を
ア

マ
と
言
っ
て
い
る
地
方
も
あ
る
。

・

部

材

ミ
ヨ
シ
・
・
・
・・
・
け
衝
が
僻

胆
…
・
：
松
が
桧

シ
キ
板
（
板
子
）
…
…
ク
ヌ
ギ

フ
ナ
バ
リ
…
桧

さ

か

き

逆

木

：

・・・・
ミ
ヨ
シ
・
カ
ジ
・
タ
ツ
（
と

も
綱
な
ど
を
結
ぶ
桂
）
な
ど
逆
木

で
も
か
ま
わ
な
い
。
欅
で
あ
る
。

•

設
計
図

杉
の
板
に
実
物
の

10
分
の

1
の
縮
尺
で
書
い

た
も
の
を
「
手
板
」
と
言
う
。
棟
梁
が
書
く
。

ト
モ
を
左
む
き
に
、
ス
キ
（
シ
キ
）
の
型
取
り

は
折
ズ
ミ
に
書
く
。

（
写
真
15
.
16
参
照
）

・
定
式
寸
法

①

縮

尺

30
分
の

1
の
定
式
寸
法

（図
1
・
図
2
)

作
図
者
…
阿
部
忠
雄

小
竹
イ
ッ
カ
イ
棚

シ

キ

長

…

…

15
尺
5
寸

シ
キ
幅
…
…

3
尺
7
寸

深

サ

…
…
1
尺
4
寸

◀
写
真
5小

竹
「
イ
ッ
カ
イ
ダ
ナ
」

手
板

（実
物
の

1
-
10
の
設
計
図
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◀
写
真
1
6

江
ノ
島
サ

ッ
パ
の
手
板

(1
-
10
に
縮
尺
し
た
設
計
図

（シキ）

1尺

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
：
…

•
7

寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ
…
…
6
寸

女
川
町
江
島
サ
ッ
パ

シ
キ
長
…
…

18
尺
5
寸

深

サ

…

…

1
尺
8
寸

シ
キ
幅
…
…

3
尺
8
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
…
…
7
寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ
…
…
6
寸

注
…
シ
キ
の
型
取
り
は
図
l

.
2
を

参
照

図
は
折
ズ
ミ
で
ヨ
コ
ズ
ミ
の
l
-2

に

な
っ
て
い
る
。
ヒ
ラ
キ
と
は
角
度
（
斜

角
）
で

1
尺
に
対
し
て
何
寸
と
い
う
。

（ヒ
ラ
キ
）（

7
寸
の
場
合
）

②
船
の
主
要
な
各
部
の
名
称

船
板
：
…
•
ケ
ェ
ゴ
（
用
材
の
船
板
）

船
底
…
…
シ
キ
（
ス
キ
）

棚
板
…
…
ウ
ワ
ダ
ナ
・
ナ
カ
ダ
ナ
。

注
…
棚
と
は
舷
板
で
一
枚
棚
の
舟
を

「
イ
ッ
カ
イ
ダ
ナ
」
と
呼
び
、

二
枚

棚
の
舟
を
「
タ
ナ
ヅ
キ
」
な
ど
と
称

す
る
。

タ
ナ
を
受
け
る
梁

船
バ
リ
の
下
に
入
る
板

ウ
ワ
ダ
ナ
の
上
縁
に
取

り
つ
け
る
補
強
材

ト
モ
の
櫓
と
舵
を
据
え

る
台
木

…
…
ト
コ
（
床
）

い
た

f
-

シ
キ
板

：・
…

板

子

は
ぎ
あ

・
ケ
イ
ゴ
（
船
板
）
の
接
合
わ
せ
の
順
序

①
は
ぎ
じ
合
わ
せ

板
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
面
に
カ
ン
ナ
が
け

を
す
る
。

②

墨

つ

け

船
く
ぎ
を
打
っ
た
穴
を
決
め
る
た
め
ス
ミ

ま
が
り
が
ね

ツ
ボ

・
ス
ミ
サ
シ
・
曲
金
を
使
い
印
を

つ
け
る
。

③
カ
シ
ラ
切
り

ふ
な
く
ぎ

か
し
ら

じ

船
釘
の
頭
が
う
ま
る
穴
を
ハ
ギ
地
に
シ

バ
ノ
ミ
（
平
ノ
ミ
（
ヤ
ッ
コ
ノ
ミ
）
）
で

彫
り
、
細
ノ
ミ
で
掘
り
込
む
。

④
ツ
バ
ノ
ミ
よ
り

ツ
バ
ノ
ミ
を
ゲ
ン
ノ
ウ
で
叩
き
、
ハ
ギ
地

の
両
方
に
船
く
ぎ
を
打
ち
込
む
穴
を
あ
け

る
。

⑤
ス
リ
合
わ
せ

板
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
面
（
ハ
ギ
ジ
）
を
、

最
初
、

2
回
位
、
中
歯
鋸
で
縦
び
き
し
、

だ
ん
だ
ん
間
隔
が
せ
ま
く
な
っ
て
き
た
と

t
 

き
、
小
歯
で
仕
上
げ
る
。

コ
ベ
リ

・
フ
ナ
バ
リ

・
ハ
リ
キ
リ

ナ
カ
ダ
ナ

コ
ベ
リ

ウ

ワ

ダ

ナ

注
…
鋸
で
ス
リ
合
わ
せ
を
す
る
か
わ
り

に
、
ス
ミ
で
ク
チ
（
ク
ジ
）
引
き
を

し
、
両
方
の
ハ
ギ
ジ
（
ハ
ギ
ズ
）
に

カ
ン
ナ
を
か
け
る
ク
チ
（
ク
ジ
）
引

き
の
方
法
が
あ
る
。

⑥
木
ご
ろ
し
。

ス
リ
合
わ
せ
を
し
た
面
を
ゲ
ン
ノ
ウ
で
叩

゜
＜
 注

…
場
所
に
よ
っ
て
は
木
ご
ろ
し
を
先

に
す
る
。
板
は
ど
ん
な
に
上
手
に
つ
な
い

で
も
カ
ン
ナ
合
わ
せ
で
は
ア
カ
（
水
）
が

さ
し
て
く
る
。
目
の
細
か
い
鋸
で
「
ス
リ

合
わ
せ
」
を
し
、
木
ご
ろ
し
し
て
、
は
じ

め
て
ア
カ
が
止
ま
る
。

⑦
穴
合
わ
せ

じ

板
を
合
わ
せ
、
ハ
ギ
地
の
両
方
の
穴
が

か
た

合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
片
ツ
バ
ノ
ミ
で

さ
し
こ
み
、
確
か
め
る
。

注
：
・
平
成
元
年
の
報
告
書
の
ク
ギ
ノ
ミ

の
図
、
参
照

⑧

ハ

ギ

付

け

板
を
つ
な
ぎ
止
め
る
た
め
に
、
船
釘
を
ク

ギ
ジ
メ
を
さ
し
込
み
ゲ
ン
ノ
ウ
で
打
つ

⑨

埋

め

木

船
釘
の
打
ち
込
ま
れ
た
穴
に
埋
木
を
す
る
。

注
…
ス
リ
合
わ
せ
面
に
漆
を
塗
っ
た
人
も

あ
る
が
、
自
分
は
ま
け
る
の
で
、
あ
ま

り
使
用
し
な
か
っ
た
。

釘
間
：
・
・
オ
ト
シ
（
ヌ
イ
）
釘
の
場
合
、

7
寸
か
ら

8
寸

・
ト
ウ
リ
釘
は
5
寸
間
（
ス
キ
と

ウ
ワ
ダ
ナ
の
ハ
ギ
合
わ
せ
）

•
コ
ベ
リ
を
と
め
る
釘
は
カ
イ
オ

リ
釘
で
間
は

1
尺
l
寸
。
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三
「

二
「

ゃ

會

だ

・

シ
キ
の
焼
撓
め

た

乾
燥
し
た
ケ
イ
ゴ
（
船
板
）
ほ
ど
撓
め
が
早

く
、
ス
キ
長
一
八
尺
五
寸
の
サ
ッ
パ
の
場
合
は

ト
モ
で
四
六
尺
で

7
寸
か
ら

7
寸
5
分
た
め

る
。
た
め
場
所
に
は
目
張
を
し
て
、
水
を
か
け

か
け
、
約
2
時
間
、
杉
葉
を
も
や
す
。
ス
キ
は

丸
太
で
固
定
さ
れ
、
端
の
ス
キ
の
上
に
重
り
石

を
の
せ
る
。注

…
平
成
元
年
報
告
書
の
焼
撓
め
の
図

を
参
照
。

・

シ
キ
ズ
エ

や

●

だ

焼
撓
め
さ
れ
た
シ
キ
は
、
翌
日
、
ヨ
コ
ズ
ミ

線
で
台
に
載
せ
ら
れ
、
シ
キ
に
穴
を
あ
け
、
ボ

ル
ト
と
カ
ス
ガ
イ
で
台
に
し
っ
か
り
と
固
定
さ

れ
る
。
シ
キ
の
上
に
重
り
石
を
載
せ
、
作
業
中
、

シ
キ
が
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
。
ト
モ
部
は
所

r, 
曲金

ス
ミ
ッ
ポ
で
も
す
る
）

定
の
反
り
に
し
て
ハ
リ
で
支
え
固
定
す
る
。

・

ミ
ヨ
シ

・
ト
ダ
テ
の
取
り
付
け

シ
キ
ズ
エ
が
終
了
す
る
と
ミ

ヨ
シ
と
ト
ダ
テ

（
ト
モ
の
）
の
ヒ
ラ
キ
を
測
定
し
、
取
り
付
け

固
定
す
る
。
次
に
船
の
各
間
の
ハ
リ
キ
リ
が
入

れ
ら
れ
、
シ
キ
リ
も
つ
け
る
。

①

下

げ

ぶ

り

シ
キ
の
真
ん
中
（
仲
ズ
ミ
）
に
あ
が
っ
て

水
糸
を
下
げ
ぶ
り
し
、
ミ
ヨ
シ
の
仲
ズ
ミ
を

見
透
か
す
。

注
：
．
仲
ズ
ミ
に
定
木
を
立
て
ミ
ヨ
シ
の

仲
ズ
ミ
を
見
透
か
し
、
ミ
ヨ
シ
が
垂

直
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

②

ヒ

ラ

キ

の

測

定

ミ
ヨ
シ
と
ト
タ
デ
の
角
度
を
ヒ
ラ
キ
棒
を
用

い
、
曲
金
を
あ
て
、

1
尺
に
対
し
て
何
寸
と

一

＇ヽ
、
‘

'

，

‘

‘

'

,

‘

 

棒キラ

唸

ヒ

,‘
 

、‘

，
へ

／
や
、
、

9

、

測
定
す
る
。

・

タ
ナ
の
取
り
つ
け

小
竹
イ
ッ
カ
イ
ダ
ナ
（
シ
キ
長

15
尺）

①
タ
ナ
の
ヒ
ラ
キ
を
測
定
す
る

オ
モ
テ
…
…

8
寸
3
分

ト

モ

…

…

9
寸
8
分

②
ス
キ
と
タ
ナ
の
取
り
付
け

釘
は
ト
ウ
リ
で
釘
間
は

5
寸
で
打
っ
た
穴

に
パ
テ
ー
を
埋
め
る

・

コ
ベ
リ
の
取
り
つ
け

江
島
サ
ッ
パ
（
シ
キ
長

18
尺）

コ
ベ
リ
は
ミ
ヨ
シ
方
向
を
元
木
に
し
、
木
の

曲
が
り
に
よ
っ
て
、
釘
間
口
尺
か
旦
尺
に
す
る
。

コ
ベ
リ
の
釘
は
カ
イ
オ
リ
で
取
り
付
け
る
。

カ
イ
ネ
コ
は
一
っ
た
げ
で
カ
メ
か
ら
ト
モ
の

方
向
悶
尺
か
ら

2
尺
の
間
に
取
り
付
け
る
。

ロ
ネ
コ
は
江
の
島
サ
ッ
パ
で
は
内
側
に
つ
け

ず
、
フ
ナ
バ
リ
か
ら
ト
モ
の
方
向
い
尺
か
ら

M

尺
の
間
に
と
り
つ
け
る
。

コ
ベ
リ
の
下
に
化
粧

板
を
つ
け
て
穴
を
あ
け
、
ハ
ヤ
オ
（
ハ
ヨ
）
を

通
す
。

（図
2
・
参
照
）

・

外

装

ロ
ド
コ
（
床
）
は
松
を
用
い
る
か
桧
で
、
腐

蝕
に
強
い
部
材
が
用
い
ら
れ
る
。
ト
リ
カ
ジ
側

に
ロ
ベ
ソ
を
つ
け
る
。
ャ
リ
は
使
用
せ
ず
。
船

化
粧
と
し
て
、
昔
は
コ
ー
ル
タ
ー
ル
、
今
は
青

ペ
ン
キ
、
下
は
赤
（
ド
ク
チ
ャ
ン
）
を
塗
っ
た
。

•

船
具

櫓
•
櫂
・
舵
•
ア
カ
ト
リ
・
竿
·
カ
ギ
・
沖

箱
・
綱
（
オ
モ
テ
と
ト
モ
に
）

①

櫓

…

…

江

島

サ

ッ

パ

用

②

櫂江
島
で
磯
物
と
り
に
は
ネ
リ
ガ
イ
が
用
い

ら
れ
た
。
沖
箱
は
屋
大
工
が
つ
く
り
、
ア
カ

ト
リ
は
杉
材
。

--
：・タガエ

-6尺-----ジ
、 ／ テッツク ，’ 

’’ 
ダンマ ウデ ／

イリハラ （ダマ）

：スッパ
＇ 

ロシタ i.s戻/、[
: '"'-I 6尺：
; : 

.,,. ， 

◀
櫓
…
江
島
サ
ッ
パ

・
ロ
の
本
体
…
カ
シ
、
ア
ヅ
サ

（
カ
シ
は
茨
城
、

岩
手
か
ら
ア
ヅ
サ
の

櫓
が
く
る
）

•
ウ
デ
…
モ
ミ

•

入
リ
ハ
ラ
…
カ
シ
や
ア
ヅ
サ
の
木
端

、

ヤ
マ
ガ

•

テ
ッ
ツ
ク
・
・
・堅
木
な
ら
な
ん
で
も
よ
い

・
タ
ガ
エ
の
結
び
綱
：
・
麻
綱
が
よ
い
、
後
で

針
金
も
用
い
ら
れ
た

•

一
艘
の
手
間
と
造
船
場
所

い
ち
に
ん

く

手
間
は
一
人
工
で

15
.
16
日
。
昭
和
45
年
以

は
じ

降
は
作
業
小
屋
で
、
独
立
時
代
初
め
は
船
主
の

庭
を
借
り
て
つ
く
る
。

•

耐
用
年
数

約
12
年
か
ら
13
年
で
、
雨
水
に
う
た
れ
た
ら
、

板
子
を
は
ず
し
て
、
す
ぐ
塩
を
か
け
る
と
長
持

ち
す
る
。
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萩

浜
曰

現
在
、
手
漕
ぎ
船
は
一
艘
も
な
い

。
木

造
動
力
船
は
二
艘
あ
る
。

は
ぎ

口

船
大
工
と
接
船
の
造
船
に
つ
い
て

話
者
船
大
工
斉
藤
正
人
（
大
正

4
.
3
.
2
5
生）

m
系
譜
と
修
業

後
藤
豊
吉
(
+
八
成
の
伯
父
）
↓
斉
藤
清
(
+

八
成
か
ら
独
立
し
て
萩
浜
へ
）

↓
斉
藤
正
人

（
兄
と

20
歳
下
）

↓
守
男
（
甥
、
死
亡
）

•
修
業

鮎

JII
の
高
等
科
卒
業
か
ら
兵
隊
検
査
ま
で
、

兄
の
造
船
所
（
萩
浜
）
で
修
業
し
た
。
兄
は
五

人
位
の
弟
子
を
も
っ
て
い
た
棟
梁
で
あ
っ
た
。

兄
か
ら
甘
い
言
葉
は
一
度
も
か
け
ら
れ
ず
、
他

の
弟
子
と
同
じ
よ
う
に
き
び
し
く
技
術
を
し
こ

ま
れ
た
。

道
具
箱
を
か
つ
い
で
新
山

·

泊
•

寄
磯
•
月

浦
と
兄
弟
子
た
ち
と
ダ
ン
ナ
殿
（
船
主
）
の
家

に
宿
泊
し
、
庭
を
借
り
て
注
文
の
船
を
造
っ
た
。

軍
隊
か
ら
帰
っ
て
か
ら
昭
和
―
一
年
（
ニ
ニ

歳
）
か
ら
昭
和
一
五
年
頃
（
二
七
歳
）
ま
で
、

石
巻
の
山
西
造
船
所
・
志
津
川
の
高
橋
造
船

所
・
気
仙
沼
の
本
田
鰹
漁
部

・
静
岡
県
清
水
市

大
万
造
船
と
大
型
船
建
造
の
勉
学
に
励
ん
だ
。

昭
和
一
七
年
（
二
九
歳
）
応
召
。
満
州
の
関

東
軍
、
南
方
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ジ
ャ
ワ
島
と
転
戦
し
、
工
兵
と
し
て
船
の
修
理

に
従
事
し
た
。

•

独
立

戦
後
、
帰
国
、

32
歳
で
独
立
し
た
。
現
在
ま

で
手
漕
船
•
動
力
船
を
ふ
く
め
て
一
0
0
艘
ほ

ど
の
建
造
に
携
わ
っ
た
。
造
船
場
は
組
合
の
脇

の
船
着
場
の
近
く
に
設
け
た
。

②

船

大

工

道

具
（
写
真
1
7
1
2
5
、
参
照
）

. 

◀
写
真
1
8
　
墨
つ
け
用
貝

上
か
ら
①
曲

金

②
ス
ミ
ッ
ボ

③
自
由
金

◀
写
真
1
7
船
材
を
加
工
す
る
道
貝

チ
ョ
ウ
ナ
マ
サ
カ
リ

じ
．；じ`

な
r
・ビ

“P
に
じ
．
届
ビ
1

”t
．．
 

◀
写
真
1
9

左
か
ら
①
細
ノ
コ
・・・
（
船
材
を
加
工
す
る
道
貝
）

・
ス
リ
合
せ
用
具

②
オ
オ
ド
シ
（

一
番
は
じ
め
に
引
く）

③
中
歯
ノ
コ

④
小
歯
ノ
コ
（
仕
上
げ
用
）

◀
写
真
2
0
・
2
1

①
左
：
片
ツ
バ
ノ
ミ
（
｛
八
合
せ
用
）

②
右
…
ッ
パ
ノ
ミ
（
ク
ギ
ノ
ミ
）

（船
釘
を
打
ち
込
む
穴
を
あ
け
る
ノ
ミ
）

月
；
r
g
t
t
i
.
t
rは
沿
且
．，ご5

勺
乱

◀
写
真
2
2
•
か
し
ら
切
り
道
貝

①
四
分
ノ
ミ

（
②
の

「ダ
メ
キ
リ
」
で
切
っ

た
の
を
さ
ら
に
形
づ
く
る
の
み
：
オ
イ
イ

レ
ノ
ミ
）

②
平
ノ
ミ
（
か
し
ら
切
り
「
ダ
メ
キ
リ
」

．．． 

船
釘
の
頭
が
う
ま
る
穴
を
彫
る
道
貝
）

◀
写
真
2
3

①
左
…
目
フ
リ
カ
ナ
ヅ
チ

（写
真
⑲
の
細
ノ
コ
、
オ
オ
ド
シ
用
）

②
右
…
ゲ
ン
ノ
ウ
（木
殺
し
、釘
ジ
メ
を
打
つ
）
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◀
写
真
2
5

◀
写
真
2
4
・
砲
鉤
類

左
上
か
ら
①
仕
上
げ
鉤

②
中
す
鉤

③
荒

鉤

（ハ
ギ
合
せ
用
）

④
マ
ル
鉤
（
円
い
｛
＾
の
中
を
け
ず
る
）

⑤
ソ
リ
鉤
（
凸
凹
が
あ
る
場
合
使
用
）

右
の
④
⑤
の
背
面

そ
止
り
芙
古
女
、
し
;
ナ

餡
和
器

eす
貸
宰

I

"ヽ

辰
i
涵
茉
勺
花
閂
負
●
セ

吋
只
叶

◀
写
真
2
7

船
の
契
約
書

を

tで
主
人
．

"
8
 ，

 

6
 ◀写真26お船霊様シ キ 長 20尺 18尺 13 尺

最 大 幅 6尺 6尺 4.5尺

深 さ

（シキからコ）
2尺 2尺 1.5寸

ベリを除く

シキの厚さ 2寸 1.8寸 1.5寸

うわ 棚だな
上 の厚さ 1.2寸 l寸 1寸

ナカ 棚 の厚さ 1.2寸 l寸 1寸

トダテの 厚さ 2寸 1.8寸 1.5寸

Iヽ リ キ リ 2寸

ミヨシの ヒラキ 7.5寸 7.5寸 7.5寸

トダテのヒラキ 5寸

③

造

船

・

用
材
の
調
達

き

戦
前
は
船
主
に
ま
か
せ
、
伐
る
の
は
木
挽
が

す
る
。
木
挽
が
山
で
船
板
に
ひ
く
。
山
か
ら
の

運
搬
は
山
こ
二
人
で
か
つ
い
で
く
る
。

戦
後
は
船
大
工
が
製
材
所
前
に
行
っ
て
、
木

の
曲
が
り
具
合
を
見
て
用
材
を
選
定
し
、
船
板

（
ケ
イ
ゴ
）
に
し
て
も
ら
う
。

•

主
材

杉
、
ス
キ
長
二

O
尺
の
タ
ナ
ヅ
キ
で
、
直
径
、

裏
で
八
寸
か
ら
七
寸
も
の
杉
の
木
三
本
、
ス
キ

ま
つ
す
ぐ

用
材
の
木
は
真
直
な
木
が
良
く
、
ナ
カ
ダ
ナ
は

ま
が
り
の
良
い
木
が
こ
の
ま
れ
、
シ
キ

一
本

・

タ
ナ
ニ
本
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
生
の
荒
木

ど
り
し
た
船
材
は
早
く
て

3
年
、
半
年
は
乾
燥

さ
せ
る
。

・

部

材

ミ
ヨ
シ

…
…
欅
•
桧

◀
定
式
寸
法
表

床

…

…

松

マ
ツ
ラ
（
船
の
ろ
っ
骨
）
…
…

欅

逆

木

…

…

ミ

ヨ

シ

・
カ
ジ
・
タ
ツ
は
ケ

ヤ
キ
で
逆
木
で
よ
い
と
さ
れ
て

い
る
。

•

設
計
図

杉
の
板
に
、
実
物
の

10
分
の

1
に
縮
尺
さ
れ

た
も
の
で
、
こ
れ
を
「
手
板
」
と
言
う
。

ミ
ヨ
シ
を
左
に
折
ズ
ミ
の
ス
キ
の
型
取
り
を

記
入
、
船
の
大
き
さ
の
基
準
に
な
る
ス
キ
長
・

幅
•
深
さ
・
ミ
ヨ
シ

・

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ
を
墨

入
れ
す
る
。

・

定
式
寸
法

①

タ

ナ

ヅ

キ

（
二
枚
棚
）
の
寸
法
表

注
…
ス
キ
長

2
0尺
•
1
8尺
の
タ
ナ
ヅ
キ
は

主
と
し
て
（
延
）
縄
ぶ
ち
用
。
ス

キ
長

13
尺
は
磯
く
ず
り
船
と
称
し
て
、
飽
漁

な
ど
に
使
用
し
た
。
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---5尺.---

寸7
 

～
 

_― 戸

9F¥6
(
5
 

ナカズミ

---- -

ヨコズミ(2尺~2.3尺）

不ハツ＼
ー

―

-

シ
キ
（
ス
キ
）
の
型
ど
り
。

スキ長20尺のタナズキの「シキの型どリ」

トモ ----5尺=20尺✕1/4--← •• 

□□二二こニニ;;,:.c.:,-1寸5分

＇ 
鉄管 ＇ 

台
＇ 杉葉で火をた＜ 台

針金で
þÿ}Pびつける

オモテ

． 
ミヨシの方のスキの上に重い石 (60悶位）を積み重ねながら火をかけかけ 3峙

周位たいてためる。 1日おく。オモテの方、1寸5分、トモの方 5尺に対して

7寸ためる。

・

接
合
わ
せ
の
順
序
（
概
略
）

①
ス
リ
合
わ
せ

大
ド
シ
↓
中
歯
鋸
↓
小
歯
鋸
（
仕
上
げ
）

②

木

殺

し

③

漆
弟
子
の
時
代
（
昭
和
初
年
）
、
ス
リ
合
わ

せ
の
合
わ
せ
口
に
漆
を
ぬ
る
。

や

き

だ

・

シ
キ
の
焼
撓
め

ス
キ
長
20
尺
の
タ
ナ
ヅ
キ

・
シ
キ
ズ
エ

バ
ン
木
の
上
に
、
ヤ
キ
ダ
メ
し
た
シ
キ
を
あ

げ
、
重
い
石
を
の
せ
、
下
に
ツ

ッ
パ

リ
を
か
け
、

ト
ダ
テ
の
方
の
ス
キ
5
寸
か
ら
6
寸
反
り
上
げ

る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
、

ミ
ヨ
シ
と
ト
ダ
テ
の

ヒ
ラ
キ
を
ヒ
ラ
キ
棒
で
測
り
、
ミ
ヨ
シ
・
ト
ダ

テ
を
ス
キ
（
シ
キ
）
に
取
り
付
け
る
。

•
棚

の
取
り
付
け

棚
板
の
厚
さ
l
寸
を
オ
モ
テ
を
元
木
に
し
、

据
え
ら
れ
、

シ
キ
に
当
て
て
型
取
り
す
る
。
鉤

で
仕
上
げ
、
釘
間
5
寸
に
し
て
シ
キ
に
取
り
付

け
る
。
二
枚
棚
の
場
合
、
前
後
の
ヨ
コ
ズ
ミ
で

ヒ
ラ
キ
を
し
、
取
り
付
け
る
。

アゲ

オモテ

二 T
紐
↓
―

トモ

□ 
アゲ（反り）は浜によってちがう。荒海は前アゲが高く 、

おもて

荻浜は荒海でないので低い。アゲが表と トモの同じ高さの場合もある。

タガエ

麻
絹

八
口舟．
 

①

櫓

大
工
は
基
本
の
櫓
を
つ
く
る
が
「
櫓
の
コ
ゴ

ミ
」
ー
櫓
と
ウ
デ
の
角
度
は
、
各
漁
師
が
使

い
易
い
よ
う
に
な
お
す
。

タ
ガ
エ
の
ダ
マ
と
結
び
綱

（麻
綱
、
最
近
は

針
金
）
を
調
節
し
て
使
い
易
い
角
度
に
す
る
。

具

18尺

タ
ナ
の
ヒ
ラ
キ
（
ス
キ
長
15
尺
の
タ
ナ
ヅ
キ
）
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話富

櫂

・
ナ
ラ
・
カ
シ

・
全
長
9
尺

ロロ
•

船
お
ろ
し
の
儀
礼

夜
八
時
か
ら
九
時
の
間
に
、
風
呂
に
入
っ
て

身
を
清
め
、
夜
半
一
時
頃
、
ダ
ン
ケ
と
棟
梁
が

新
造
船
の
カ
メ
の
フ
ナ
バ
リ
に
穴
を
ほ
っ
て
、

お
船
霊
さ
ま

|
ー

サ
イ
コ
ロ

2
個

．
―
二
文

＊
 

の
硬
貨
・
人
形
ビ
ナ
一
組
－
を
サ
イ
の
目

に
あ
っ
た
祝
言
を
唱
え
、
御
神
入
れ
を
し
、
御

み

き
神
酒
を
あ
げ
拝
む
。

次
の
日
、
船
の
お
船
霊
様
に
供
え
物
ー
お
供

え
餅
•
松
の
木
の
重
箱
・
米

一
升
・
シ
ト
ゲ

・

は
し

鰹
節
・
豆

・
コ
ン
プ
を
箸
で
三
つ
ず
つ
あ
げ
、

ぉ
ろ

御
神
酒
を
あ
げ
て
拝
み
、
そ
の
後
、
船
下
し
を

す
る
。
（
写
真
26
参
照
）

※
注
天
一
地
六
表
連
裏
幸
取
舵
五
臓
思

舵
荷
押

（
三
）
萩
浜
の
漁
種
•
漁
場
と
船
型

話
者
：
藤
原
喜
和
男
（
昭

5
.
1
1
.
1
2
日
生
）

菅
野
三
代
五
郎
（
大

5
.11.23
日
生
）

斉
藤
正
人
（
船
大
工
）

（大

4
.3
.
2
5
日
生
）

貴

浦

者
：
平
塚
嘉
助
（
明
41
.
4
.
1
5
日
生
）

飯
塚
善
之
助
（
大

6
.3
.
2
日
生
）

阿
部
留
治
（
大

1
.
1
1
.
2
0
日
生
）

•

「
ド
ッ
キ
」
は
く
り
舟
で
準
構
造
船
で
あ

る
。
大
正
末
頃
、
瀬
主
が
自
分
の
家
の
山

●

だ

か
ら
大
木
杉
丸
太
を
伐
り
出
し
、
富
貴
浦

②
 

漁場 種 類 呼び名 ・ 船型・寸法 備 考

• あわびとり

• なまことり 、r
ー

／

「タナヅキ」、 2枚棚、スキ丈 2-丈 3、

肩幅（内のり） 4尺-4.2尺、深さ1.5尺、

1人乗り

磯

• てんぐさ

カギ、メガネ（箱）、ネリガイ

すもぐりで、テングサカギで

とる。

地

先

沿

岸

• カジカ縄（湾から燈台）

旧9月・・・ 1ヶ月朝うつ

り悶~~~ 月 日くれにl

• ナラッパ（鰻とり） 一夏

• 水晶型定置網

鰯、ぶり、すずき、

あじまぐろ（夏）

• カキッミ

「タナヅキ」、スキ丈 3-丈 8

丈 3、丈 5・・・・・・4.5尺

肩幅l
丈8・・・・・・5.0尺

深さl丈 3・・・・・・1.5尺丈8…1.8尺

丈5・・・・・・1.7-1.8尺

2人-3人乗り

同

同

上

上

スキ、丈 8-丈20、肩幅5.5-6尺、深さ

2尺、口、カイ、 1人乗り

「タ ナヅキ」、丈20尺-23尺、肩幅 6尺、

深さ 2尺-2.1 or 2尺、ロカギ、 1人乗り

船は船主の注文によって異な

る。

昭和30年代で終了（←カキ棚

の進出）

大型（父の時代）

昭和30年以降

•和船は斉藤正人の父と正人と月浦の新保大工と侍浜の大工が造船。 人のこのみでちがう 。

・ロ（櫓） （スキ長丈 3尺←口の本体 11尺＋ウデ （カシ（九州）

丈 8尺←口の本体 13尺＋ウデ アヅサ（八戸、岩手）））

• 昭和の初めまで、大型定置の小網·…••湾に 1 つ、燈台の沖に 1 つ、ダンベ船
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くリ船「ドッキ」

話
者
阿
部
留
治（大

1
.
1
1
.
2
0
日
生）

…
祖
父
が
生
き
て
い
た
頃
、
十
八
成
の

大
工
カ
オ
ル
大
工
に
造
っ
て
も
ら
う
。

•

萩
浜
の
船
揚
場
は
小
田
浜
で
、
船
の

修
理
も
、
船
大
工
を
呼
ん
で
し
て
も

ら
っ
た
。
浄
化
・
乾
燥

・
外
装
（
虫
よ

け
の
コ
ー
ル
タ
ー
ル
塗
）
も
し
た
。
フ

ナ
タ
テ

（虫
や
草
の
浄
化
↓
青
杉
葉
で

ゆ
ぶ
す
ー
も
し
た
。

・

マ
ン
ナ
オ
シ
…
不
漁
の
時
、
船
を
浜

に
曳
き
あ
げ
て
、
法
印
さ
ま
に
拝
ん
で

も
ら

っ
た
。

•

ア
ン
バ
サ
マ
・
・
・
安
波
さ
ま
の
掛
け
軸

あ
り
。
秋
葉
山
、
金
比
羅
山
の
石
碑
の

あ
る
一
区
画
を
ア
ン
バ
サ
マ
と
称
し
て
、

大
漁
祈
願
の
場
と
し
て
い
る
。

杉
丸
太

トモ ミヨシ

浜
で
岩
手
ケ
セ

ン
の
大
工
が
来
て
約
一
ヶ
月
か

け
て
造
っ
た
。

・

話
者
平
塚
嘉
助（明

41.
4
.
15
日
生
）

…
侍
浜
の
船
大
工
杉
浦
勇
吉
の
祖
父
に

萩
浜
小
田
浜
で
造
っ
て
も
ら
う
。
ま
た

斉
藤
正
人

（地
元
萩
浜
）
・
大
原
の
シ

ナ
ヲ
大
工
（
一
回
）
に
も
手
漕
ぎ
船
を

造
っ
て
も
ら
う
…
計
五
艘
。

漁場 種 類 呼び名 ・船 型 ・寸法 備 考

I 
ふ 女、手……ボー ト （ナカダナ、タナヅキ）

1 Iい 1の……でとる I 
2 そ り ひ・・・・・.. 鎌を使用

3 の Iじわ

4 り きI:…••鎌に竿をつける

i If;; こ女1こロ
10I :・・・; ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・カギに竿

I 
サデ （ガラス箱を使用）

12 びま..................T j 2人乗り、丈 1-丈 3

こ ロシキ網を曳く

- 「ナカダナ」、スキ20尺、

肩幅5尺、深さ2.5尺、 1人乗り

スキ丈 1-丈 3

肩幅4-4. 5尺

深さ 2尺

1人乗り

磯 … 2人乗り

小さい船はすべてボー トと よぶ。

イッカイダナ使用しない。

春はアサリ

（カキ投殖でとらなくなる）

イシャリでも深い所は丈 3-丈 5

を使用。

地

先

沿

岸

• 水晶型定置網

杭… 5本立と 7本立

• ロク地曳網 1日5月

．蝠 （いわし） 地曳網

• 大網

（小竹、狐崎の場所借用

「ナカダナ」、スキ丈 3-丈 8
家によって 2-3人乗り

「タナヅキ」、スキ25尺、 l艘でまくI高船；； ;;;: 三;:、スキ30尺、

筒合・・・「ダンベ」

沖ノ見（目）…「ドッキ」 「ダンベ」

10か統

昭和のはじめまで

↓ 

ロ4丁 } 12人乗り

カイ 6丁

ウケグリ

沖

合

は

筒

た

l旧3月
旧5月

も（延縄）

（田代沖）

ら縄

（旧11月-2月）

（田代、 長渡、荻浜沖）

「ナカダナ」、スキ長23尺、肩幅6尺

深さ2.5尺、2-3人

同

同

上 （兼用）

上

ウケグリでシャコエビをとる

l←切り換え
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鹿

立

話
者
：
平
塚
賢
蔵
（
昭
8
.
5
.
2
5
日
生
）

曰

使
用
手
漕
ぎ
船

地
方
名
：
「
カ
ッ
コ
」

（和
船
）

船
型
：
二
枚
棚

造
船
年
月
…
昭
和
二
十
年
五
月
十
五
日

船
大
工
…
牡
鹿
郡
小
網
倉
清
水
田
浜
橋
本

義
松主

材

…

杉

造
船
日
数
…
14
日
位

別

材

…

ミ

ヨ

シ

↓
ケ
ヤ
キ
。

ロ
ッ
コ
ツ
（
マ
ツ
ラ
）

↓
松

船
バ
リ
↓
桧
。

コ
ベ
リ
↓
ク
ヌ
ギ

ス
ミ
レ
↓
ク
ヌ
ギ
。

寸
法シ

キ
長

…
18
尺
5
寸

シ
キ
の
厚
さ
…
2
寸

船

幅

…

5
尺

ト
ダ
テ
の
厚
さ
…
2
寸

ミ
ョ
シ
の
ヒ
ラ
キ
…
8
寸。

タ
ナ
の
厚
さ
…
立
寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ
…
ミ
ヨ
シ
よ
り
立
っ
て
い

る
。

乗

員

…

二

人
。

漕
法
…
定
置
網
は
一
櫂
、
一
丁
櫓
、

は
も
筒
は
二
丁
櫓
使
用
漁
種

…
定
置
網
（
水
晶
型
）
。

地
先
よ
り
80
間
ど
ろ
の
水
底
。

は
も
筒
漁
：
田
代
沖

船
間
…
ナ
マ
・
カ
メ
・
ヤ
カ
テ
・
ト
モ
の
間

櫓
…
友
櫓
・
ワ
キ
櫓
・
向
か
い
（
ゆ
）
櫓

各
部
の
一
カ
ン
ヌ
キ

・
コ
ベ
リ

・
ト
コ

名

称

ト

ダ

テ

・
上
タ
ナ

・
中
タ
ナ

．
舵
は
帆
を
立
て
た
場
合
使
用
。

鹿
立
の
漁
種
•
漁
場
と
船
型

・

フ
ナ
タ
テ
…
満
潮
時
を
利
用
し
て
船

揚
場
に
コ
ロ
で
曳
い
て
揚
げ
、
船
底
に
つ

わ
ら

い
た
フ
ナ
ク
イ
ム
シ
を
藁
や
杉
葉
で
も
や

し
ゅ
ぶ
し
て
駆
除
し
た
。
船
の
耐
用
年
数

12ー

13
年
。

•

一
階
棚
を
サ
ッ
パ
と
呼
び
、
棚
ツ
キ

（
二
階
棚
を
「
カ
ッ
コ
」
と
称
し
た
。
棚

を
立
寸
よ
り
厚
く
す
る
と
、
長
持
ち
は
す

るが重い。祝田の阿部忠雄大工にも

一艘注文する。

曰現有の手漕船なし。

漁場 漁 の 種 類 呼び名 ・船型・寸法 備 考

鮪 スモグリ （少ない）

つぶ （多い）

なまこ（こしき網） 「カッコ」、タナヅキ、スキ （昔）

18.5尺、幅 5尺

磯
ひじき

のり

ふのり

まつも （少々）

• 水晶型定置網 「カッコ」、タナヅキ、スキ長 3軒で 1把を交代で操業

地 （鳥島瀬沖合80間） 18.5尺、幅 5尺、 2人乗り、

1櫂、 1丁櫓

先

沿 • 雑縄（根縄） 同 上（兼用）

岸 • はも筒延縄 同 上

新 5月末

↓ 

沖
8月

同上

• はも筒

（キミガネ沖） • 鰹漁

大正初年頃納屋で加工し節

• 鰹漁 （金華山沖） 八丁口（凝餌釣具ツノを利用 にして北前船がケセン地方

＾ i5 

した一本釣） から塩釜港にはこぶ。

（二）
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漁場 漁の種類 呼び名 ・ 船型 ・ 寸法 備 考

飽

なまこ サデ（カギ） ……同

磯

まるこ （貝）

春ふのり （手）

わかめ、ひじき
I 

夏てんぐさ

も

り
っま

冬の

ガ ゼ

「サ ッパ」「タナヅキ」、スキ長丈 3、肩幅 4尺

-5尺、深さ1.5尺、 1人乗り

上

こひき網………「タナヅキ」、スキ長丈 8

肩幅 6尺

磯でナサシで女がとる。かれい縄のかれいの餌

女性

鎌でいそでとる

すも ぐりで手でとり、スカリに入れる水中メガ

ネで観て

いそで手でとる

飽のカラでむしりとる

「サ ッパ」「タナヅキ」、スキ丈 3、 1人乗り

箱メガネ、カギ、ねり

ガイあやつりとる。

特定の人の入札。ロ

で漕いで網を曳き、

丈8のタナヅキで大
いわし

網から饂を買 って

イワシ釜でにしめシ

メドでしめて乾燥し

町に売った。

カゼサデでとる

漁
種
漁
場
と
船
型

狐

崎

浜

話
者
…
平
塚
忠
兵
衛
（
大
正

15
.
1
.
15
生）

曰

手
漕
船
は
現
存
し
な
い
。
10
年
前
な
く

な
る
。

――
 99
 

大網 （るか統）

地

先

沿

水晶型 定 置網

(5か統）

かれい延縄

（地先から100-

200間とぶ）

岸

筒合船 「ダンベ」スキ33-32尺、口 2-3、

カイ 6 (7・8人）

高船 「ダンベ」スキ30尺、口 2-3丁、

カイ 6 (5・6人）

沖ノ目 「ダンベ」スキ30-27.8尺、口 2-3丁、

カイ 4 (5・6人）

「タナヅキ」、肩幅 5-6尺、丈 8-20尺、

深さ2.5寸、 2人乗り L兼用

同 上 (2人乗り ）

小縄、かれい剌網 I同

（地先の砂地と泥地

との境ーシロ境）

上 （兼用） 2人乗り、剋墾は 3人

キ （岸）、ナカ網、

三丁目の三か統

小ざかな鰯が入る

べた縄、ウキなし、

縄をかけると落ちる

ので20分位であげ

る。 1日2・3回

冬至10日前地先10間

位のシロ境に産卵に

くる （城）

・

フ
ナ
タ
テ
…
新
造
船
が
、
一
番
、
ニ
ラ

と
言
う
虫
に
や
ら
れ
る
の
で
、
船
を
前
の
浜

の
船
揚
場
に
引
き
あ
げ
、
干
潮
時
、
船
底
を

カ
ヤ
な
ど
を
た

い
て
ゆ
ぶ
し
駆
除
す
る
。
修

理
は
萩
浜
の
斉
藤
正
人
大
工
の
兄
、
清
に
頼

ん
だ
。

沖

合

はも筒 （延縄式）

(7・8月）

田代三つ石沖

↓ 

たら縄

(11月-2月）

スキ丈 8-20尺、帆掛

↓ 

兼用、口 2-3丁、カイ使用せず、帆掛

筒は竹で自製 （市吉

の）（口前はスズ竹、

カラ竹、 真竹）

（縦）（横）
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漁場 I漁の種類 呼び名・船型・寸法 備 考

なまこ（こしき網）

（冬場）

飽

磯

ふのり（旧 2月）

ひじき（旧 2月）

わかめ（旧 3-4月）

「タナヅキ」、スキ長22尺、肩幅5.2-5.5尺

(5.6)、深さ 3尺（家によって1,2寸ちがう）

「サッパ」「タナヅキ」、スキ長丈物

（「イソサガシプネ」）

女性がとる

食う位しかとれない

いそで鎌でとり、かごに入れた（女性）

こしき網を
ロで曳く

権利を他浜にゆずる

竹
の
浜

曰

現
存
の
手
漕
船
は
な
い

（
二
）
漁
種
•
漁
場
と
船
型

地

先

沿

岸

• はも筒（延縄）

夏…湾内→田代沖…旧

10月20日えびすこまで

• かれい剌網

Lこれで正月をし

た。

桂島付近「冬至10日前」

城境に産卵に来る。

• 水晶型定置網

桂島付近他 (11か統） 9 

月節句きり上げ

「タナヅキ」、スキ長22尺帆掛

（昭和13-20年） 「タナヅキ」 22尺（シキ）

ロ3丁、 2丁

網はあさ網 （太目がれいは網目 5寸 2分～

5寸 8分、中古品を七ケ浜やユリアゲ、荒

浜より買う 。

「タナヅキ」スキ18尺-20尺 (1人乗り）

• 巡航船にまに合うよう

に朝 1時-2時に起きて

漁をしたので「ツラアラ

ズ、シヨバイ」と言っ た

（洗顔できないはど忙しい）

ねう、青、たら、いわし、

すずき

話
者
：
平
塚
道
雄
（
明
44
.
2
.
1
1
生
）

阿
部
力
治
（
明
44
.
4
.
15生）

後
藤
昭
寿
（
昭
3
.
1
1
.
1
0
生
）

沖
ぅ卜せ

打瀬網

（石巻湾→田代沖→

福島沖）

合 • もうか縄

冬期

「ミカワセン」

「ウタセ」スキ長 (40尺以上） 65尺？ズソク帆（角

帆）が主体、口 2丁、カイない、 4人乗り、 「シオ」

では入らない「シオ」とはジャリ、砂の場所

明治～大正の打瀬船

かれい、ひらめ

• 玉木造船所

• 七ケ浜のキンポ大工が3

-4人が3-4ヶ月かけて

ここで造る

地

先 • 大謀網

沿 I (三丁目、根薬地月）

「ダンベ」スキ

「ドッキ」スキ30尺肩幅 7-8尺
肩幅 l丈fI大正で終り

岸
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帆
柱

ドウサン（なかの帆）

ヤリダシ

こ 山口源蔵 佐藤保雄

（大正10.1.1) （大正9.2.20)

地 方 名 ワセンコ

シ キ 長 18.5尺 15尺

船 幅 5尺 4.5尺

深 さ 2尺

造船月 日 昭和18年頃 昭和21年頃

(15年使用）

船 大 工 月浦新保大工 十八成後藤広

分 布 牡鹿半島一帯

乗 員 2人 2人

漕 法 2丁櫓 2丁櫓

使用 漁種 ハモ筒 同 左
ウチグリ（しゃこ）

コシキ網（なまこ）

主 材 杉

石 数

造船 日 数 シキ長 1尺

1人(15日）

別 材 ミヨシ（欅）

床 （松）

マツラ（松）

シキの厚さ 2寸 5分 2寸 5分

タナの厚さ l寸 2分 1寸 2分

トダテの厚さ 2寸 5分 2寸 5分

ミヨシのヒラキ

トダテのヒラキ

「
タ
ナ
ヅ
キ
」
（
ス
キ
長
ニ
ニ
尺
）

使
用
し
た
手
漕
船
。
（
タ
ナ
ヅ
キ
型
）

I 
あげた縄とその

クズを入れておく

沖を待つ間ねる

漁場 漁の種類 呼び名・船型・寸法

和ワセン

てんぐさ 「 船」、スキ丈 5、

磯
（すきぐり） ロ15尺、 1-2人乗り

飽 「サッパ」、スキ「丈

（入 札制） 物」 (1丈）

う↓ナぐり 「和船」 （タ ナツギ）

（シ ャコエピ） スキ丈 5

地 ＠ 肩幅4.5-5尺

↓ 深さ 2尺、 1人乗り

はも筒縄 同 上

先 @ 1人乗り

↓ ロこぎ→15尺

な ま こヽ 同 上

沿 （こしき網） 1人乗り

R ロこぎ→15尺

岸 大網 ダンベ船、シキ30尺

｛天保網 （明治～大正末）

ババ網（小網）

牧

浜
曰

現
存
の
手
漕
船
な
し
。

（
二
）
漁
種
•
漁
場
と
船
型

話
者
：
佐
藤
保
雄（大

正

9
年

2
月
8
日
生
）
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漁場 漁 種 呼び名・ 船型 ・寸 法 備 考

飽

磯

わかめ

ひじき

ほや

「フネッコ」 (1枚棚 、 2枚棚）

スキ長 1丈～丈 3、肩幅 4尺、 2櫂

深さ1.2尺-3尺、 2-3人乗り

「カッコ」…昭和初年まで

（くり船の準構造船）

同上船 （カギと鎌）

（鎌でとる）

（「ホヤカギ」とる）

ク

，，， 

オモテ…「かい」

トモ…「かじしかい」

水底の深さ… 3尋-4尋

以上 （竿 2本つなぐ）

竿 に鎌をつけてとる

昭和30年頃

地

先

沿

岸

延縄

大網のある付近

1月
2 I 

夕

3

4

5

6

 ハ

モ|
 

ラ

7
 8

9

 10 

11 I 

カ
レ
イ

|
 

タ

コ

— 

ド
ン
コ

|
 

同上

櫓• 櫂 l丁（たまに 2丁）

12 

• 水晶型定罹絹 同 上 I 

いわし、すずき 、雑魚

'ヽIよその人・・・鮎川の阿部

＇ 塩釜のハガ、 岩手の山根

……個人経営

田
代
島
の
仁
科
田
浜

曰

現
存
：
大
網
船
「
ダ

ン
ベ
」
（
大
仲）

…

一
艘
。
岩
手
県
三
陸
町
越
喜
来
道
下
漁
業

部
所
有
。
昭
和
四

0
年
頃
、
田
代
漁
協
で
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
で
お
お
う
（
玉
木
造
船
所
に
て
）
、

そ
の
後
、
道
下
漁
業
部
に
譲
渡
し
て
漁
業
部

・沖合は動力船使用 ・調査時…昭和10年代 -20年代

で
現
在
使
用
中

（
調
査
手
漕
ぎ
船
8
参
照
）

（
二
）
漁
種
•
漁
法
と
船
型

話

者
：
小
谷
清
夫

（
大
正
10.
2
.
1
8
生）

遠
藤
与
四
郎
（
大
正
2
.
3
.
1
0
生
）

尾
形
彦
夫

（
大
正
15
.
10
.
25
生
）

漁場 漁 種 呼び名・船型 ・寸法 備 考

浮

5

れ

じ

～

入

同

尋

に

と

4

で

棚

リ

上

上

で

ロ

階

力

同

は

も

、

1

ス
は

船

た

船

↓

ヤ

船

の

、

の

キ

で

。
初

り

上

ヅ

j

る
正

乗

う

同

ナ

船

リ

れ

大

人

＜

、

夕

じ

グ

入

J
2
す

用

J

同

モ

に

ぎ

、
を

使

コ
と

ス
船

か

船

の

リ

り

ッ
め

r

て

本

の

る

ヤ

乗

ネ

か

手

し

――
―
上
い

シ

人

フ
わ

素

上

r
同

辞

イ

2

．
．

．

 

r
 

ー

（

や

ま

こ

3

4
5

9
1
0
1
1
1
2
1
2
飽

ほ
な

た

磯

6
 7

8

 

… 「フネッコ」タナヅキ
（「ベカ コ」大網の岩手言葉）

スキの長さ16-18尺、屑幅5尺、

深さ2.3尺、2人乗り 、口、カイ1丁

ふの りは縄張りがあった
田の無い人は海草で生活

した。
ふの り……4ヶ月
ひじき..…・3ヶ月

わかめ•… . . 2ヶ月

てんぐさ・・・Iヶ月

岩の り •… .. 2ヶ月

で食べて行くに良い

（生活出来た）
タナゾキの前はカッ コ、

網地からくる。カッコは
準構造船、くり船
・カギは渡波、谷川のカ

ジャから買う。

田
代
島
大
泊
浜

―

現

存
手
漕
船
な
し
。

注
…
田
代
漁
協
で
61
年
頃
、
玉
木
造

船
所
に
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
で
お

お
っ
た
ダ
ン
ベ

（沖
の
目
）
（
大

網
用
）
を
譲
渡
、
現
在
、
北
上
川

に
係
留。

延 縄 「ふね」2階棚、 スキ長25尺、 幅 7-8尺

地 I:It戸_J口3丁、カ イl丁
6 い う 渡波の打瀬でとった しゃこをねうの餌にす

7

8

 

先

る。

，
 
10 

は

も

— 

ど

ん

こ

— 

沿 III 
12 

1 
岸 I2 

網

（
た

ら

ま

だ

ら

謀
|
 
大

3

.
 

• たら縄を「ナガ（長）

縄」と言う
50棚打って生活した。

_Jf: 合ぷ万ノパ？叫べ」ー一上昭和10年以後

沖ノ目）シキ長30-27尺

沖合 鰹漁（長渡し沖） 「八丁口」 （明治中頃まで）

二
　
漁
種
•
漁
場
と
船
型

話
者
…
津
田
佐
男
（大
正
元
年

・
8
.
2
0
生）

久
保
栄
一
（
大
正
1
3
.
3
.
4
生
）

•

大
船
造
船
の
系
譜

杉
浦
利
惣
兵
衛
ー
杉
浦
啓
太
郎

（祝
田
）

斉
藤
清
ー
正
人
（萩
浜
）

遠
藤
四
三
男

（田
代
）
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漁場 漁 種 呼び名・ 船型 ・寸法 備考

飽

と

L
 

士

．

入

な

り

人

み

の

4

休

そ

～
中

い

3

年

ー

_

(

1

2

 

磯

「イッケダナ」タナヅキなし

スキ丈、丈物、深さ1.2-1.5尺

幅4-4. 5尺、 1人乗り

…足に「ワラジ」をはき、女、あ

わび貝でけずりとる。

3 Iわかめ、ひじき

同し船

4

5

 
6
 
7

8

 

0

1

2

 

l

l

1

 

，
 

「イッケダナ」は 1軒で 1艘はあ

った。

昭和40年から

「タナヅキ」に

なる。

阿部金太郎大工

つくる。

ほやはひまな

人が適宣とる。

小

竹

浜

曰

現
存
手
漕
船
調
査
時
（
七
月
中
旬
）

で
六
艘
で
あ
っ
た
が
現
在
、
そ
の
う
ち
二
艘
廃

棄

(11
月
）
、
現
在
四
艘
の
み
と
な
る
（
調

査
表

一
ー
六
参
照
）

（
二
）
漁
種
•
漁
場
と
船
型

話

者
：
阿
部
福
治
（
大
正
5
.
l
.
2
生）

阿
部
正
（
大
正

4
.
1
2
.
2
9
生）

阿
部
欣
一
（
大
正

12
.
7
.
2
3
生）

地

先

沿

岸

• 大網

キシ、ナカ、オキの

(3か統）

• 水晶型定置絹

(7 -8統）

「ダンベ」、すき長？

4丁口、櫂10丁「ドウプネ」

スキ長20尺「タナヅキ」

肩幅5.2尺、深さ2.5-3. 6寸

ニ:
…11月、 12月 （カメ ） （イシャリ） （ッツキ）

しー「タナヅキ」

スキ長丈 5-丈 6

肩幅4.5尺、深さ 2尺

• ウケグリ

（手操）

「タナヅキ」スキ長丈 5-丈 6

タコの「カメ」用と同じ

昭和10年代

最盛期

ケセンから船頭

がくる。

カメは少し沖に

なる。

シャコエピ

カレイ

漁
漁種 船

場

• 延縄 「タナヅキ」

1 
I 

・スキ長

地

2 I カレ
丈5-丈6

3 イ
• 肩幅

4 

先
4 5尺

5 

6 ・深さ 2尺

7 

沿
・ロ 2丁

8 |/モヽ
・カイ l丁9 縄

10 

岸

11 I小
1 2 縄 | だょ

大たら

縄 →弁天島の沖

・
沖
合
は
め
の
け

縄
と
カ
ツ
オ
漁

で
あ
る
が
皆
動

カ
で
あ
る
（
話

者
の
時
代
）

•

金
比
羅
様
の
お
札
が
ど
こ
の
家
に
も
あ

る
。

ド石 海底

ム
シ
0
の
垣

風
波
一
よ
け

寒
さ

•

よ
だ
縄
と
そ
の
船

冬
の
北
西
の
風
が
吹
き
荒
れ
た
時
（
シ
ケ
）

は

一
週
間
そ
の
ま
ま
で
い
る
。
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漁場 漁 種 呼び名 ・船 型 ・寸 法 備 考

磯

• 飽
ネリガイを後に漕

いで箱メガネをの

ぞいてカギ引っか
けてあげる。

• なまこ 草刈り鎌、デバ包丁でとる

: i□□：りと称して海草につくのりて

3 I < 
ー __r+手でとる

さ

4 の

り

5

6

7

 

「口開」 3日後は「ツラシ」＝自由採取

|わ―丁 竿の先に鎌をつけ「イッケッコ」に
か 2人 (1戸）のってとる

め

手
ツ

て
r
テ

し
は

r

リ
後
て

グ
以
っ

モ
j

の
ナ
こ

ス

↓

↓

サ
開

j

カ
ロ
コ

を

r

ッ
る

鏡

日

ケ

と

眼

l

ッ
で

も

月

イ

j

供

6
r
ギ

子
。
又
力

・
る

J

サ

人

と

シ

グ

大

で

ラ

ン|
 

て

ん

ぐ

さ
|
 

「カギ」の長さは竿も

入る

春 (5-6尺）

秋 (15尺）
冬 (20尺）

翠マコ
（根境） 砂地

「テン草カギ」は渡波

の本田カジャで作る

佐
須
の
浜

曰

現
存
し
て
い
る
船
2
艘
、
現
在
使
用
し

て
い
な
い
。
一

艘
は
寄
付
（
調
査
カ
ー

ド
7
参
照
）

• （二）

地

先

沿

岸 0

1

2

 

1

1

1
 

2

3

4

5

6

7

8

9

 

②

ウ

ケ

グ

リ

|
 

①
オ

④

イ

シ

モ

チ

・
す

ず

き

縄

|
 

③

ハ

モ

縄

|
 

キ

グ

リ

⑤

イ

ワ

シ

オ

ト

シ

定

置

網

① 「タナヅキ」スキ長30尺以上、口 6丁、

帆走、 カイなし、 ミヨシがトダテより

3尺-4尺でている。ナレ風吹く頃や

める。

② 「タナヅキ」スキ21尺で、後でスキ18尺

③ 「タナヅキ」スキ長20-21尺（昔）

④同上 2丁口、 1カイ、 2-3人乗り

肩幅4.8-5尺、深さ2.5尺

⑤ 「タナヅキ」スキ長21尺、岸の方は

①は金華山近海

ひらめ、かれいを曳

＜ 

②はシャコエビ、赤カ

ジカを曳く

漁
種
•
漁
場
・
漁
法
と
船
型

祖
父
の
時
代
、
メ
ノ
ケ
延
縄
（
金
華
山
）

を
や
る

口
の
話
者
・・
・
須
田
与

一
郎
（昭
4
.
2
.16
生）

ハシゴ定置網

えびす講まで

須
田
新
蔵
（
大
15
.
11
.5
生）

須
田
栄
治
郎
（
大

13
.2
.28
生
）

雁
部
鉄
雄
（
大
1
5
.
7
.
4
生）

四
調
査
結
果
か
ら

曰

調
査
時

（七
月
）
の
現
存
手
漕
船
は
小

竹
六
艘

（磯
船
）
、
佐
須

一
艘
（
磯
船
）
、
田
代

島
仁
斗
田

1
艘
（
ダ
ン
ベ
船
（
大
網
用
）
の
八

艘
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
小
竹
の
二
艘
は

―一

月
に
船
揚
場
の
整
理
の
た
め
廃
棄
処
分
さ

れ
た
。
処
分
船
の
中
に
市
に
寄
付
、
収
集
許
可

も
の
が

一
艘
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
浜
の
伝
統

的
和
船
で
あ
り
、
文
化
財
で
あ
る
民
具
が
急
速

に
廃
棄
の
運
命
に
あ
る
の
で
、
市
で
緊
急
に
保

存
、
確
保
す
る
場
所
を
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。

口

船
の
呼
び
名
は
各
浜
で
若
干
ち
が
っ
て

い
る
。
一

枚
棚
の
磯
船
を
佐
須

・
小
竹
で
は
イ

ケ
ッ
コ
、
佐
須
で
は
ス
キ
長
丈
以
下
の
小
舟
を

チ
ョ
ロ
コ
と
も
呼
び
、
田
代
島
は
フ
ネ
ッ
コ
、

富
貴
浦
で
は
ボ
ー
ト
、
江
ノ
島
で
は
サ
ッ
パ
と

呼
ん
で
い
る
。
呼
び
名
と
船
型
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
。
普
通
、
二
枚
棚
磯
船
を
タ
ナ
ヅ
キ

と
呼
ん
で
い
る
が
牧
浜
、
月
浦
で
は
ワ
セ
ン
コ
、

鹿
立
で
は
カ
ッ
コ
と
呼
ん
で
い
る
。
カ
ッ
コ
は

は
ざ
ふ
ね

昔
は
く
り
舟
の
準
構
造
船
で
構
造
船
接
船
と
船

型
が
ち
が
う
。

ミ
ヨ
シ
・

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ
も
女
川
町
江
ノ

島
の
サ
ッ
パ
の
ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
斜
角
）
は

一
尺
に
対
し
て
七
寸
で
あ
る
の
に
対
し
萩
浜
で

は
七
．
五
寸
と
斜
角
が
多
く
、
シ
キ
の
上
げ
（
反

り
）
も
波
静
か
な
牡
鹿
半
島
の
表
浜
萩
浜
で
低

く
、
荒
海
は
高
い
。
同
じ
牡
鹿
半
島
で
も
表
浜

と
裏
浜
、
各
漁
浦
の
漁
場
の
自
然
条
件
に
応
じ

て
、
船
型
に
微
妙
な
差
異
が
見
ら
れ
た
。
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調
査
地

石
巻
市
小
竹
浜

本
船
種
の
地
方
名

「
イ
ッ
ケ
ッ
コ
」

「
イ
ッ
ケ
ダ
ナ
」

所
有
者

岩

崎

民

一

電

話

九
七
ー
四
0
五
九

寸

法

シ
キ
長
…
三
二
三
Cm

、

船
幅
…

一
―
ニ
Cm

、
深
さ
…
三
三

cm

船
大
工

阿

部

忠

雄

師
匠
の
住
所

石
巻
市
祝
田
浜
字
祝
田
一
ー
六

九
ー
一
三
（
父
が
師
匠
）

本
船
種
の
分
布
範
囲

牡
鹿
半
島
の
裏
浜
（
祝
田
↓
東
浜
方
面
）

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法

漁
の
時
は
櫂
の
み
操
作
、
船
外
機

一
、

櫂
一
（
昔
は
櫓
一

、
櫂

こ

使
用
漁
種

磯
物
（
飽
、
わ
か
め
、
ほ
や
漁
）

カッパ ナマ

コベリ
カメノマ（カメ） トモノマ カイネコ

床

c;:;i 
だハリキリ
’’ 

スキ

漁
場
の
自
然
条
件

浜
の
前
方
（
南
）
に
あ
る
弁

天
島
や
生
草
島
の
磯
や
沿
岸

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
二
年
七
月
二
四
日

主
材

杉、

石
数

三
石

造
船
日
数
一
人
で
一
五
日

別
材
（使
用
部
位
）
ミ
ヨ
シ
…
ケ
ヤ
キ
、

フ
ナ
バ
リ
…
檜
、
床
…
松

シ
キ
の
厚
さ
　
一
•
五
寸
（
四
•
六
c
m
)

ト
タ
テ
の
厚
さ
一
•
五
寸
（
四
•
六

e
m
)

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（角
度
）
七
寸

ト
タ
デ
の
ヒ
ラ
キ

六
寸

調
査
地

石
巻
市
小
竹
浜

本
船
種
の
地
方
名

「
イ
ッ
ケ
ッ
コ
」

「
イ
ッ
ケ
ダ
ナ
」

所
有
者

後

藤

久

二

郎

電

話

九
七
ー
四
0
三
八

寸

法

シ
キ
長
…
三
三
七

em
、
船
幅
…

一―

八

呵

深

さ

…
三
四

cm

船
大
工

阿

部

忠

雄

師
匠
の
住
所

石
巻
市
祝
田
浜
字
祝
田
一
ー
六
九
ー
一
三

本
船
種
の
分
布
範
囲

（
祝
田
浜
、
佐
須
浜
、

小
竹
浜
、
折
浜
）
↓
東
浜
の
各
浜

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法

漁
の
時
は
櫂
使
用、

船
外
機

一
、
櫂

-
（
以
前
は
櫓
、
櫂
）

使
用
漁
種

磯
漁
（
飽
、
ほ
や
、
わ
か
め
）

カッパ コベリ ナマ

スキ
ハヤオ

漁
場
の
自
然
条
件

浜
の
前
の
弁
天
島
や
生
草
島
沿
岸

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
二
年
七
月
二
四
日

主
材

杉、

石
数

三
石

造
船
日
数

一
人
で
一
五
日

シ
キ
の
厚
さ

一
•

五
寸

ト
タ
デ
の
厚
さ

一
•
五
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（角
度
）
七
寸

ト
タ
デ
の
ヒ
ラ
キ

六
寸
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”、
・- / 

／ ムー.. , 

調
査
地

石
巻
市
小
竹
浜

本
船
種
の
地
方
名

「
イ
ッ
ケ
ッ
コ
」

「
イ
ッ
ケ
ダ
ナ
」

所
有
者

佐

々

木

芳

雄

電

話

九
七
ー
四
0
四
三

寸

法

シ
キ
長
…
三
三
六

cm
、
船
幅
・・'
―
ニ

ニ
Cm

、
深
き
：
三
六

em

船
大
工

佐

藤

大

工

師
匠
の
住
所

祝
田

本
船
種
の
分
布
範
囲

小
竹
浜
か
ら
東
浜
方
面

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法

磯
漁
の
と
き
は
櫂
を
あ
や
つ
り
、
漁

場
へ
の
往
復
は
船
外
機

使
用
漁
種

磯
物
（
飽
、
ほ
や
、
わ
か
め
）

漁
場
の
自
然
条
件

弁
天
島
や
生
草
島
沿
岸

調
査
者

鈴

木

東

行

No. 3 

カッパ

＇，フナバリ

" ハリキリ
E
"＂ 

年
月
日

平
成
二
年
七
月
二
四
日

主
材

杉、

石
数

三
石

造
船
日
数

一
人
で

一
五
日

別
材
（使
用
部
位
）
ミ
ヨ
シ
…
ケ
ヤ
キ
、

フ
ナ
バ
リ
…
檜
、
床
…
松

シ
キ
の
厚
さ

一
•

五
寸

ト
タ

デ
の
厚
さ

一
•

五
寸

平
成
二
年
十
一
月
廃
棄
処
分ト

ダ
テ

喜 調
査
地

石
巻
市
小
竹
浜

本
船
種
の
地
方
名

「
イ
ッ
ケ
コ
」

所
有
者

小

川

悦

男

電

話

九
七
ー
四
0
六

一

寸
法

シ
キ
長
：
•
三
一
七
c
m、
船
幅
…
―

―

一
c
m
、
深
さ
…
三
〇
•
九
c
m

船
大
工

阿

部

金

太

郎

師
匠
の
住
所
小
竹
浜

本
船
種
の
分
布
範
囲

小
竹
浜
か
ら
東
浜
方
面
ま
で

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法

櫓

一
、
櫂

一
丁
。
磯
漁
の
と
き
は
櫂

で
あ
や
つ
る

使
用
漁
種

磯
物
（飽
、
ほ
や
、
わ
か
め
）

漁
場
の
自
然
条
件

弁
天
島

•

生
草
島
の
沿
岸

調
査
者

鈴

木

東

行

No. 4 

カッパ
コベリ

トモノマ
ナマ カメノマ （カメ）

『
い
り

E
,’119 

ト
コ

年
月
日

平
成
二
年
七
月
二
四
日

主
材

杉、

石
数

三
石

造
船
日
数

一
人
で

一
五
日

シ

キ
の
厚
さ

一
•

五
寸

ト
タ
デ
の
厚
さ

一
•

五
寸

平
成
二
年
十
一
月
廃
棄
処
分

スキ
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調
査
地
石
巻
市
小
竹
浜

本
船
種
の
地
方
名
「
イ

ッ
ケ
ッ
コ」

「イ

ッ
ケ
ダ
ナ」

所

有

者

阿

部

庄

一

郎

電

話

九

七

ー
四
―
ニ

―

寸

法

シ
キ
長
…
三
一
五

cm
、
船
幅
：・

一
―

ニ
C
m
、
深
さ
…
三
〇
・
〇
em 

船

大

工

阿

部

忠

雄

師
匠
の
住
所

石
巻
市
祝
田
浜
字
祝
田
一

ー
六
九
ー

一
三

本
船
種
の
分
布
範
囲

祝
田
・
佐
須
浜
よ
り
東
浜
ま
で

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法

櫓

一
丁
、
櫂
一
丁
、
磯
漁
の
時
は
櫂

で
あ
や
つ
る

使
用
漁
種
磯
物
（
飽
、
ほ
や
、
わ
か
め
）

No. 5 

カッパ
ナマ

コベリ トモノマ
床

スキ

漁
場
の
自
然
条
件
弁
天
島
や
生
草
島
沿
岸

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
二
年
七
月
二
四
日

主
材

杉、

石
数

三
石

造
船
日
数

一
人
で
一
五
日

シ
キ
の
厚
さ

一
•
五
寸

ト
タ
デ
の
厚
さ

一
•
五
寸

.A 
＊ノ

調
査
地

石
巻
市
小
竹
浜

本
船
種
の
地
方
名

「イ
ッ
ケ
ッ
コ
」

「イ
ッ
ケ
ダ
ナ
」

所
有
者

佐

々

木

義

雄

電

話

九
七
ー
四

0
四
八

寸

法

シ
キ
長
…
三
三
三

em
、
船
幅
…

一
三

ニ
Cm

、
深
さ
…
三
三

・
三
em

船

大

工

阿

部

忠

雄

師
匠
の
住
所

石
巻
市
祝
田
字
祝
田
一

ー
六
九
ー

一
三

本
船
種
の
分
布
範
囲

牡
島
半
島
の
祝
田
、
佐
須
、
小
竹
、
折
浜

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法

漁
の
時
は
櫂
で
あ
や
つ
る
。
船
外
機

一
、
櫂

一
（
前
は
櫓
と
櫂
）

使
用
漁
種

磯
物
（飽
、
わ
か
め
、
ほ
や
）

No. 6 

コベリ

ヨ
シ

トモノマ

口 船バリ／ マ船バリカ；ノマ ／／ヵィ1ネコ了 床
｛ ァロ

シキ板 （板子） スキ

漁
場
の
自
然
条
件

浜
の
前
に
あ
る
弁
天
島
や
生
草
島
沿
岸

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
二
年
七
月
二
四
日

主
材

杉、

石
数

三
1
四
石

造
船
日
数

一
人
で

一
五
日

別
材
（使
用
部
位
）
ミ
ヨ
シ
…
ケ
ヤ
キ
、

フ
ナ
バ

リ
…
檜
、

床
…
松

シ
キ
の
厚
さ
一

•

五
寸

ト
タ
デ
の
厚
さ
一

•

五
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（角
度
）
七
寸

ト
タ
デ
の
ヒ
ラ
キ

六
寸
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調

査

地

石

巻

市
佐
須
浜

本
船
種
の
地
方
名
「
イ
ッ
ケ
コ
」

「
イ
ッ
ケ
ダ
ナ
」
「
ハ
ン
タ
ナ
」
ナ
カ
ダ
ナ
が

半
分
し
か
な
い

所
有
者

須

田

与

一

郎

電

話

二
四
ー
一

九

一
六

寸

法

シ
キ
長
：
三

0
三
c
m
、
船
幅
：

・
1
0

六

em
、
深
さ
…
三
六
c
m

造
船
年
月

昭
和
五

0
年
頃
（
須
田
亀
治
か
ら
買
う）

船
大
工

須

田

円

吉

師
匠
の
住
所

祝
田

本
船
種
の
分
布
範
囲

こ
こ
独
自
の
船
で
、
小
竹
浜
で
は
幅
が
大
き

く
な
る
（
荒
場
だ
か
ら
）

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法

沖
へ
は
櫓
で
こ
ぎ
、
磯
で
は
櫂
で
あ

や
つ
る

使
用
漁
種

磯
物
（
な
ま
こ
、
鮪
、

う
に
）

漁
場
の
自
然
条
件

尾
崎
あ
た
り
ま
で
の
地
先
沿
岸

No. 7 

カッパ
ナマ（ドウのマ）

中 船バリ
’’ 

ハリキリ

床

クナ クナ

ハン棚 （半分のナカ棚）
スキ

ウワクナ

上棚

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
二
年
七
月
二
五
日

主
材

杉
、
石
数

三
石

造
船
日
数

一
人
で
一
五
日

別
材
（使
用
部
位
）

ミ

ヨ
シ
・・・
ケ
ヤ
キ
、

床
…
ケ
ヤ
キ

シ
キ
の
厚
さ

一
寸
一
分

タ
ナ
の
厚
さ

八
分

ト
タ
デ
の
厚
さ

一
寸
一
分

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（角
度
）

五
寸

ト
タ
デ
の
ヒ
ラ

キ

三

寸

大網

調
査
地

石
巻
市
田
代
浜
仁
斗
田

本
船
種
の
地
方
名

「
ダ
ン
ベ
」
「
ド
ウ
ブ
ネ」

（
岩
手
県
で
は

「
オ
オ
ナ
カ
」
）

所
有
者

岩
手
県
三
陸
町
越
喜
来
道
下
漁
業
部

寸

法

シ
キ
長
：
・
1
0
m
、
船
幅
…
――-
m
五

o
em
、
深
さ
…
九
四
c
m

造
船
年
月

昭
和
三

0
年
代
（四

0
年
頃
玉
木

造
船
所
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
か
け
る
）

本
船
種
の
分
布
範
囲

牡
島
半
島
各
浜

何
人
乗
り

現
在
三
人
1
四
人
、
一―
1
0年
代

一

五
ー

一
六
人

漕

法

現
在
動
力
船
曳
航
、
昔
櫓
二
丁

（
一

丁
に
二
人
で
）
櫂
6
丁

使
用
漁
種

大
型
定
置
網
（落
し
網
）マ
グ
ロ
、

イ
ワ
シ
、
プ
リ
、
鯛

漁
場
の
自
然
条
件
田
代
島
西
岸

•

田
代
漁
協
が
道
下
漁
業
部
に
ゆ
ず
る
。

•

こ
の
型
の

ダ
ン
ベ
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
外
側

を
お
お
う
）
は
玉
木
造
船
所
で
所
有
、
現
在
、

北
上
川
に
系
留
（田
代
漁
協
か
ら
譲
渡
）

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
二
年
七
月
一

七
日

No. 8 
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主
材
杉
、
石
数

三
二
石

造
船
日
数
八
五
日

別
材
（使
用
部
位
）
ミ
ヨ
シ
タ
ッ
…
ケ
ヤ
キ
、

ス
キ
・
ス
パ
ン
ト
（
マ
ツ
ラ
）
…
栗
か
ケ
ヤ
キ
、

床
：
松

シ
キ
の
厚
さ

三
寸

タ
ナ
の
厚
さ

一
・
七
寸

ト
タ
デ
の
厚
さ

二

・
五
寸

タッ

床

m
シ トダテ

スキ
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石
巻
市
に
属
す
る
半
島
部
は
、
か
つ
て
の
荻

浜
村
に
相
当
す
る
地
域
で
あ
る
。
旧
荻
浜
村
は

明
治
二
二
年
に
萩
浜
を
中
心
に
西
部
か
ら
小
竹

浜
、
折
浜
、
桃
浦
、
月
浦
、
侍
浜
、
小
積
浜
、

牧
浜
、

竹
浜
、
狐
崎
浜
、
福
貴
浦
、
田
代
浜
の

―
ニ
ケ
浜
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、

江
戸
時
代
に
は
こ
れ
ら
各
集
落
が
独
立
し
て
、

大
肝
煎
の
支
配
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
江

戸
時
代
以
前
の
中
世
に
さ
か
の
ぽ
る
様
子
は
、

こ
の
地
域
に
関
す
る
記
録
は
な
く
、
知
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
今
回
の
板
碑
調
査
に
よ
っ
て

各
集
落
に
板
碑
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
こ
れ
ら
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
半

島
部
の
中
世
期
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
半
島
部
に
存
在
す
る
板
碑
は
、
小
竹

浜
、
ス
ケ
カ
リ
浜
に
集
中
的
に
見
ら
れ
、
こ
れ

ら
は
す
で
に

r
文
化
財
だ
よ
り
』
第

一―

号
と

第
六
号
に
調
査
概
要
を
報
告
し
て
あ
る
。

2
．
板
碑
の
概
況

調

査

員

佐
藤
雄
一

（石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員
）

調
査
期
間
と
調
査
員

今
回
の
調
査
は
、
こ
れ
ら
密
集
し
て
い
る
両

地
域
と
田
代
浜
を
除
い
た
地
域
に
散
在
し
て
い

る
板
碑
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
侍

浜
、
竹
浜
に
つ
い
て
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

板
碑
の
図
示
は
、
基
本
的
に
は

一
0
分
の
一

の
拓
本
と
ス
ケ

ッ
チ
を
併
置
し
、
ス
ケ

ッ
チ
に

は
板
碑
の
内
容
を
記
し
て
お
い
た
。
縮
尺
が
一

0
分
の

一
に
お
さ
ま
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

併
記
し
て
あ
る
高
さ
、
横
幅
、
厚
さ
か
ら
推
定

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
板
碑
は
総
数
で

二
0
基
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
各
集
落
に
ニ
ー
三

基
に
わ
た
っ
て
散
在
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
紀

年
銘
の
確
認
で
き
る
も
の
は
、
半
数
に
も
満
た

な
い
七
基
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
上

限
は
鹿
立
屋
敷
五
十
鈴
神
社
裏
に
あ
る
弘
安
三

年

（
ー
ニ
八
0
)
碑
で
あ
り
、
宮
城
県
内
板
碑

の
初
発
期
に
相
当
す
る
。
下
限
は
月
浦
展
望
台

に
あ
る
永
禄
六
年
(
-
五
六
三
）
碑
で
あ
る
。

一
応
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
後
期
ま
で

の
ひ
ろ
が
り
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
七
基
と
い
う
少
な
い
数
か
ら
の

4
．
年
代
の
広
が
り
と
内
容
に

つ
い
て

3
．
板
碑
の
図
示
に

つ
い
て

調
査
期
間

平
成
元
年

一
0
月
匹
日
ー

平
成
二
年
二
月
二
八
日

ー

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員

佑
1

蒔
t

雄一

石

巻

市

半

島

部

の

板

碑

小
竹
浜
・
ス
ケ
カ
リ
浜
を
除

vー

確
認
で
あ
り
、
こ
の
年
代
的
な
ひ
ろ
が
り
が
半

島
部
の
板
碑
造
立
の
面
と
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
い
る
か
は
皆
目
不
明
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
半
島
部
の
密
集
地
と
思
わ
れ
る

小
竹
浜
、
ス
ケ
カ
リ
浜
と
と
も
に
総
合
的
に
観

察
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
半
島
部
に
散
在
し

て
い
る
板
碑
に
は
市
部
に
お
け
る
板
碑
に
劣

ら
ず
内
容
の
濃
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

半
島
部
に
お
け
る
板
碑
の
特
殊
性
は
ス
ケ
カ

リ
浜
の
双
式
板
碑
に
よ
っ
て
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、

そ
の
内
容
の
特
殊
性
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

た
と
え
ば
月
浦
墓
地
に
あ
る

N
o
9
の
応
永
二

五
年
(
-
四
二
八
）
碑
の
よ
う
に
高
さ
が
ニ
メ
ー

ト
ル
以
上
も
あ
る
十
三
仏
板
碑
の
存
在
で
あ
る
。

こ
の
碑
に
は
、
板
碑
が
大
日
如
来
の
三
麻
耶
形

を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
あ
り
、

碑
全
体
は
大
型
板
碑
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

比
較
的
薄
手
に
つ
く
ら
れ
、
十
三
仏
種
子
な
ら

び
に
銘
文
の
彫
り
方
に
も
格
調
の
高
い
内
容
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

N
o
8
の
よ
う

に
、
同
じ
月
浦
地
区
で
は
あ
る
が
、
前
記
の
十

三
仏
板
碑
の
造
立
か
ら

一
世
紀
以
上
も
経
過
し

て
い
る
永
禄
六
年

(-
五
六
三）

碑
は
、
通
常

こ
の
時
期
は
板
碑
造
立
の
衰
退
期
と
さ
れ
数
量

も
極
端
に
少
な
く
な
り
、
型
も
小
型
化
、
内
容

も
簡
単
に
な
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
永

禄
六
年
碑
は
、
十
三
仏
を
刻
し
、
さ
ら
に
月
輪

に
五
点
具
足
の
バ

ー
ン
ク

（金
剛
界
大
日
如
来
）

を
配
し
て
お
り
、
銘
文
に
い
た

っ
て
は
、

三
行

八
五
字
を
刻
し
て
お
り
、
内
容
・
形
式
と
も
に
、

板
碑
最
盛
期
の
も
の
に
匹
敵
す
る
も
の
を
も
っ

5
．
保
存
に
つ
い
て

て
い
る
。
ま
た
牧
浜
三
国
哲
男
氏
宅
地
内
の
、

カ
ー
ン
（
不
動
）
種
子
と
「
初
七
日
敬
白
」
と

だ
け
刻
し
て
あ
る
No12
の
小
型
の
板
碑
は
、
種

子
と
初
七
日
だ
け
の
い
た
っ
て
簡
単
な
も
の

と
し
て
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で

あ
る
が
、
十
三
仏
信
仰
に
お
け
る
初
七
日
の
主

尊
が
カ
ー
ン
（
不
動
）
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
石
巻
市
内
に
お
い
て
数
多
く
の
板
碑
が
十

三
仏
信
仰
に
お
け
る
忌
日
と
主
尊
が
合
致
し
て

い
る
事
実
と

一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の

小
型
板
碑
は
、
半
島
部
に
お
い
て
も
十
三
仏
信

仰
の
普
及
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ

る
貴
重
な
碑
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

小
竹
浜
、
ス
ケ
カ
リ
浜
に
集
中
し
て
い
る
板

碑
を
の
ぞ
い
た
各
集
落
の
板
碑
は
、
そ
れ
ぞ
れ

二
、
三
基
と
数
量
こ
そ
少
な
い
が
、
市
部
で
は

見
ら
れ
な
い
よ
う
な
特
色
を
も
っ
た
も
の
が
多

く
、
こ
れ
ら
は
石
巻
市
半
島
部
の
板
碑
と
し
て
限

定
さ
れ
た
地
域
で
観
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
牡
鹿
半
島
に
お
け
る
板
碑
群
の

一
部
と

し
て
、
牡
鹿
半
島
に
散
在
す
る
他
の
板
碑
と
と

も
に
総
合
的
に
観
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
板
碑
の
正

当
な
評
価
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
や
や
も
す
れ
ば
見
失
わ
れ
が
ち
に

な
る
、
こ
れ
ら
散
在
す
る
板
碑
に
も
、
保
存
の

た
め
の
十
分
な
配
慮
が
は
ら
わ
れ
て
し
か
る
べ

き
で
あ
る
。
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石 巻 市 文 化 財 だ よ り (46) 

昭
和
三
七
年
(
-
九
六
二
）
に
「
住
居
表
示

に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
昔
か

ら
の
由
緒
あ
る
町
名
が
新
し
い
町
名
に
置
き
か

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
旧
い
町
名
は
そ
こ
の

住
民
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
石
巻
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
町
名
は
、
私
達
の
祖
先
が
そ
の
土
地
と

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
き
た
か
を
知
る
重
要

な
手
掛
か
り
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化

財
で
す
。

今
、
日
本
各
地
で
は
、
町
名
も
文
化
財
で
あ

る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
住
居
表
示
を
行
わ
な

い
、
あ
る
い
は
、
な
る
べ
く
旧
い
町
名
を
生
か

す
、
さ
ら
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
町
名
を
記
録
の

な
か
で
だ
け
で
も
保
存
す
る
な
ど
、
何
等
か
の

方
法
で
町
名
を
遺
す
運
動
が
起
き
つ

つ
あ
り
ま

す
。石

巻
市
教
育
委
員
会
で
は
、
す
で
に
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
由
緒
あ
る
町
名
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
旧
い
町
名
と
そ
の
由
来
を
石
に
刻
ん
で

そ
の
地
区
に
建
立
す
る
事
業
を
昭
和
五
六
年
度

か
ら
行
っ
て
平
成
元
年
度
ま
で
に

一
九
本
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
「
鰐
町
」
と
「
蛇

田
町
」

の
二
本
を
設
置
し
、
こ
れ
で
合
計
ニ―

本
に
な
り
ま
し
た
。

設
置
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

由
緒
あ

奈
良
時
代
前
期
、
大
和
朝
廷
が
桃
生
牡
鹿
石

巻
地
方
の
海
道
蝦
夷
征
圧
の
た
め
の
拠
点
と
し

て
「
牡
鹿
柵
」
を
建
置
。
当
初
軍
事
施
設
だ
っ

た
同
柵
は
後
に
郡
衛
へ
移
行
し
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
建
置
場
所
は
桃
生
郡
矢
本
町
赤
井

遺
跡
に
比
定
さ
れ
、
平
安
初
期
以
降
に
は
、

石

巻
市
清
水
尻
遺
跡
へ
移
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

て
い
る
が
、

両
地
点
間
に
東
西
に
横
た
わ
る
丘

陵
地
帯
は
古
来
、
郡
司
だ
っ
た
丸
子

（わ
に
こ
）

氏

一
族
の
居
館
跡
の
伝
承
に
ち
な
み
、

ワ
ニ

山

（
そ
の
一
角
に
は

「郡
長
山
」
の
古
称
も
残
る
）

と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

寛
文
六
年

(
-
六
六
六
）
当
時
、
自
分
の
馬

で
宿
場
と
宿
場
間
の
貨
客
を
運
ぶ
伝
馬
役
に
従

事
し
て
い
た
石
巻
村
の
農
民
は
、
所
有
田
畑
が

僅
少
で
生
活
が
苦
し
い
た
め
、
伝
馬
役
の
継
続

は
不
可
能
の
旨
を
上
申
。
仙
台
藩
は
、
彼
ら
に

蛇
田
村
の
全
耕
地
の
三
分
の
二
を
与
え
て
伝
馬

役
を
継
続
さ
せ
、
蛇
田
村
の
農
民
に
は
石
巻
村

続
き
の
蛇
田
町
へ
移
住
さ
せ
て
農
地
を
与
え
、

宿
場
並
み
の
町
に
整
備
し
た
。
明
治
二
年
の
地

租
改
正
に
よ

っ
て
石
巻
村
へ
編
入
さ
れ
た
蛇
田

町
に
は
、
県
風
紀
行
条
例
改
正
に
伴
い
、
同
二

十
二
年
石
巻
の
全
遊
廓
が
移
転
。
以
後
、
旭
町

と
改
称
さ
れ
た
。

蛇
田
町

鰐

山

名

る
町
名
を
後
世
に

ー

町

文

は

化

財

A
昭
和
5
6
年
度
設
置
V

『新
田
町
』
1
1
千
石
町

（石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
前
）

『
渡
波
本
町
』

1
1
渡
波
町
三
（
内
海
笑
方
前
）

r
湊
本
町
』

1
1
湊
町
一
（
湊
幼
稚
園
前
）

A
昭
和
5
7
年
度
設
置
＞

r
横
町
』
1
1
千
石
町
（
河
北
新
報
社
前
）

r
中
町
』
1
1
中
央
二

（ダ
ッ
ク
シ
テ
ィ
丸
光

石
巻
店
前
）

『九
軒
町
』
1
1
門
脇
町
二
（
消
防
第
三
分
団

前）

A
昭
和
5
8
年
度
設
置
＞

r
立
町
』
1
1
立
町

一

（仙
台
銀
行
前
）

「面
剣
田
」
1
1
清
水
町
一

（
ニ
イ
ヌ
マ
ピ

ル

前
）

A
昭
和
6
0
年
度
設
置
＞

『後
町
』
1
1
門
脇
町
二
（
西
光
寺
前
）

『
袋
谷
地
』

1
1
水
明
南
二
（
長
林
寺
前
）

A
昭
和
6
1
年
度
設
置

V

r
本
町
」
1
1
中
央

一

（旧
中
央
郵
便
局
前
）

r
坂
下
町
』
1
1
中
央

一
（永
巌
寺
参
道
入
口
）

A
昭
和
6
2
年
度
設
置

V

『本
草
園
』

1
1
双
葉
町

（
双
葉
町
公
園
内
）

『御
所
入
』
1
1
湊
字
御
所
入

（御
所
入
公
圃

内）

A
昭
和
6
3
年
度
設
置
＞

『田
町
』
1
1
八
幡
町

一
（拝
幣
志
神
社
境
内
）

r
東
町
』
1
1
湊
町
四
（
稲
井
嘉
明
氏
宅
前
）

A
平
成
元
年
度
設
置
＞

r
裏
町
」
1
1
中
央
二

（ま
る
み
呉
服
店
前
）

『小
野
寺
横
丁
』
1
1
立
町

一（
梅
屋
分
店
前
）

平
成
元
年
度
ま
で
設
置
し
た

旧

町

名

石

柱
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月

日

講

師

参
加
者

六
月
一

0
日
（
日
）

佐
藤
雄
一
文
化
財
保
護
委
員

二
五
人

石
巻
市
内
の
句
碑

・
歌
碑
を
た
ず
ね
て

第
＿
回
文
化
財
め
ぐ
り

平
成
二
年
度
も
例
年
ど
お
り
、
三
回
の
文
化

財
め
ぐ
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
一
回
文
化
財
め
ぐ
り
は
、
市
内
の
歌
碑

・

句
碑
を
徒
歩
で
め
ぐ
っ
た
「
石
巻
市
内
の
歌

碑
・
句
碑
を
た
ず
ね
て
」
と
し
て
六
月
に
行
い

ま
し
た
。
第
二
回
は
、
一
―
月
四
日
に
「
中
世

の
石
巻
を
た
ず
ね
て
」
と
題
し
、
稲
井

・
湊
地

区
の
文
化
財
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
第
三
回
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
松
尾
芭
蕉
の
足
跡
を
追
っ
た

企
画
と
し
て
岩
手
県
へ
足
を
の
ば
し
、
「
ー
芭

蕉
の
足
跡
を
追
っ
て
ー
岩
手
県
南
の
文
化
財
を

た
ず
ね
て
」
を
、
一
―
月
一
八
日
実
施
し
ま
し

こ
°

t
 前

日
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
も
朝
に
は
晴
れ
あ

が
り
、
絶
好
の
日
和
と
な
っ
た
第
一
回
文
化
財

め
ぐ
り
は
、
午
前
九
時
に
住
吉
公
固
に
集
合
し
、

住
吉
公
園
内
の
歌
碑

・
句
碑
を
見
学
し
た
後
、

寿
福
寺
、
永
毅
寺
不
動
堂
、
鳥
屋
神
社
を
ま
わ

り
、
日
和
山
公
園
内
の
歌
碑
・
句
碑
を
見
て
、

昼
す
ぎ
解
散
し
ま
し
た
。

石
巻
市
内
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
最
近
ま
で

の
歌
碑

・
句
碑
等
の
文
学
碑
が
た
く
さ
ん
あ
り

平

文成

講月

師日

―
一
月
一
八
日
（
日
）

石
垣
宏
文
化
財
保
護
委
員

川
名
紘

一
文
化
財
保
護
委
員

岩
手
県
南
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て

第
三
回
文
化
財
め
ぐ
り

ー

芭
蕉
の
足
跡
を
追

っ
て
1

月

日

―

一

月

四

日

（

日

）

講

師

佐

藤

雄

一

文

化

財

保

護

委

員

参

加

者

一

三

人

第
二
回
文
化
財
め
ぐ
り

ま
す
。
特
に
明
治
期
に
活
躍
し
た
保
原
花
好
（
ほ

ば
ら
か
こ
う
）
の
句
碑
は
数
多
く
立
っ
て
い
ま

す
。こ

の
文
化
財
め
ぐ
り
を
機
会
に
こ
う
し
た
隠

れ
た
、
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
活
動
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

中
世
の
石
巻
を
た
ず
ね
て

第
二
回
文
化
財
め
ぐ
り
は
、
あ
い
に
く
の
雨

の
な
か
、
稲
井
・
湊
地
区
の
中
世
の
石
巻
に
か

か
わ
る
文
化
財
を
見
学
し
ま
し
た
。
雨
の
た
め

コ
ー
ス
を
変
更
、
短
縮
し
、
市
役
所
前
を
出
発
。

龍
洞
院

•

南
境
館
跡

・

的
場
石
・
鷲
ノ
巣

•

高

木
観
音
堂
板
碑
群
•
牧
山
零
羊
崎
神
社
を
見
学

し
ま
し
た
。

中
世
の
石
巻
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

二

年

度
化

財

め

く

り

夕
づ
き
し

参

加

者

五

0
人

朝
八
時
三

0
分
、
市
役
所
前
を
出
発
し
、
一

路
、
水
沢
の
黒
石
寺
に
向
か
い
、
同
寺
を
見
学

後
、
正
法
寺
・
中
尊
寺
•
高
館

・

柳
御
所
跡
、

毛
越
寺
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

岩
手
県
南
部
は
、
古
代
、
世
の
文
化
財
の
宝

庫
で
、
盛
り
沢
山
な
内
容
の
文
化
財
め
ぐ
り
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
り
の
車
内
で
、
参
加

し
た
方
々
の
詠
ん
だ
俳
句
を
披
露
し
あ
い
、
和

気
あ
い
あ
い
の
な
か
、
石
巻
へ
帰
っ
て
来
ま
し

こ
°

t
 う

た
ま
く
ら

（参
加
者
の
作
品
か
ら
）

訪
ぬ
る
車
窓

毛
越
し
の
寺
の

池
め
ぐ
る

つ
る
し
柿

▶
第
一
回
文
化
財
め
ぐ
り
（
日
和
山
）

◀
第
三
回
文
化
財
め
ぐ
り
（
毛
越
寺
）

、●
、

l
』

▶
第
二
回
文
化
財
め
ぐ
り
（
南
境
館
跡
）
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石
巻
市
内
に
は
、
二
つ
の
国
指
定
文
化
財
、
三

つ
の
県
指
定
文
化
財
、
ニ
―
の
市
指
定
文
化
財
、

そ
し
て
一

0
0
か
所
余
り
の
周
知
の
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
（
遺
跡
）
が
あ
り
ま
す
。

石
巻
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
文
化

財
が
あ
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

た
め
に
、
標
柱
や
説
明
板
を
設
置
す
る
事
業
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
文
化
財
と
し
て
指
定

・
登
録
さ
れ
て

い
る
物
、
土
地
の
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
法
律
や
条
例
に
よ
る
届
出
が
必
要
で

す
。
特
に
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
）

で
土
木
工
事
や
住
宅
建
設
を
計
画
し
た
と
き
に

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
当
教
育
委
員
会
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

文
化
財
は
、
保
護
し
て
あ
た
り
ま
え
の
も
の

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
保
護
と
市
民
の
生
活
と

は
互
い
に
調
整
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
調
整
を
う
ま
く
行
う
た
め
に
も
、

そ
こ
が
何
か
の
文
化
財
・
遺
跡
で
あ
る
と
い
う

標
柱
が
建
っ
て
い
た
り
、
聞
い
て
い
た
と
き
は
、

可
能
な
か
ぎ
り
早
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

本
年
度
は
、
標
柱
五
本
、
説
明
板
二
基
を
設

置
し
ま
し
た
。
設
置
に
あ
た
り
御
協
力
い
た
だ

い
た
関
係
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
城
県
指
定
史
跡

仁
斗
田
貝
塚

仁
斗
田
港
の
北
側
の
崖
の
上
、
数
段
の
畑
地

が
、
宮
城
県
指
定
史
跡
仁
斗
田
貝
塚
で
す
。
遺

跡
全
体
の
面
積
は
約
三
、
二

0
0
平
方
メ

ー
ト

ル
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
る
貝
塚
で
、
一
番
古

い
も
の
と
し
て
は
、
縄
文
時
代
前
期
（
約
七
〇

0
0
年
前
）
の
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
出
土
す
る
遺
物
の
大
部
分
は
、
縄
文

時
代
中
期
か
ら
後
期
（
約
四
八

0
0
年
か
ら
三

七
0
0年
前
）
の
も
の
で
す
。

宮
城
県
内
の
貝
塚
は
、
ア
サ
リ
・
ハ
マ
グ

リ
・
シ
ジ
ミ
と
い
っ
た
砂
浜
に
生
息
す
る
貝
が

多
く
出
土
し
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
は
、
カ
キ

・

レ
イ
シ
な
ど
の
岩
場
に
生
息
す
る
貝
が
主
に
出

土
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貝
塚
を
岩
礁
性
貝
塚

と
い
い
、
仁
斗
田
貝
塚
は
、
保
存
状
態
も
よ
く
、

全
国
的
に
も
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
の
で
、
昭
和

五
0
年
四
月
に
宮
城
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。貝

塚
か
ら
は
、
貝
の
ほ
か
に
土
器
や
石
器

・

骨
角
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

出
土
品
は
、
縄
文
時
代
の
こ
と
を
調
べ
る
の
に

た
い
へ
ん
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し大

【

説

明

板

【
文
化
財
標
柱
・
説
明
板
設
置
事
業
】

【
標

平
成
3
年

3
月

仙
台
藩
毅
倉
跡

藩
は
川
村
孫
兵
衛
重
吉
に
命
じ
、

北
上
河
道

改
築
の
大
工
事
を
行
い
、
石
巻
に
港
を
開
き
藩

倉
を
設
け
た
。
開
港
後
約
二

0
年
を
経
た
正
保

二
(
-
六
四
五
）
年
こ
の
辺
一
帯
に
大
規
模
な

江
戸
回
米
用
倉
庫
を
建
設
、
宝
暦
三
(
-
七
五

柱

仁
斗
田
貝
塚
の
現
状
を
変
更
し
保
存
に
影
響

を
及
ぼ
す
行
為
を
行
な
お
う
と
す
る
場
合
は
、

事
前
に
宮
城
県
教
育
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で

す
。

祝
田
浜
の
両
墓
制

両
墓
制
は
い
う
の
は
、
死
体
を
埋
め
る
埋
め

墓
と
、
そ
の
死
者
の
霊
を
ま
つ
る
参
り
墓
と
を

二
重
に
も
つ
、
土
葬
に
よ
る
墓
制
で
す
。
祝
田

浜
で
は
、
埋
め
墓
を
身
墓
（
ミ
ハ
カ
）
、
参
り

墓
を
空
墓
（
カ
ラ
ハ
カ
）
と
呼
び
、
埋
め
墓
は

平
石
、
参
り
墓
は
石
塔
の
墓
標
で
す
。
旧
家
の

阿
部
家
（
数
戸
）
の
み
に
伝
え
ら
れ
、
他
家
は

単
墓
制
で
す
。

こ
の
墓
制
は
近
畿
地
方
に
多
く
分
布
し
、
国

の
南
北
端
（
九
州

・
東
北
地
方
）
に
は
実
例
が

少
な
く
、
宮
城
県
で
は
祝
田
浜
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。一

般
に
、
埋
め
墓
は
葬
式
の
と
き
だ
け
行
き
、

あ
と
は
参
り
墓
だ
け
を
拝
む
と
こ
ろ
か
ら
、
死

体
は
け
が
れ
た
も
の
だ
か
ら
打
捨
て
、
霊
だ
け

を
拝
む
と
い
う
古
い
民
俗
に
根
ざ
し
て
い
る
と

思
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
祝
田
浜
で
は
、

盆
、
正
月
、
彼
岸
な
ど
両
方
に
参
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
発
生
原
因
に
な
お
問
題
が
あ
る
よ
う

で
す
。

三）

年
の
記
録
に
は
、
十
八
棟
の
穀
倉
が
あ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

新
金
沼
遺
跡

鉄
滓
と
古
代
の
土
器
が
出
土
す
る
遺
跡
で
、

標
高
2
メ
ー
ト
ル
か
ら
3
メ
ー
ト
ル
の
微
高
地

上
に
位
置
し
て
い
る
。

釜
西
古
墳
群

こ
の
遺
跡
は
、
元
来
円
墳
で
高
さ
四
メ
ー
ト

ル
、
直
径
約
一
五
メ
ー
ト
ル
程
度
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
残
存
す
る
墳
丘
が
半

壊
し
、
変
形
し
て
い
る
た
め
、
製
作
年
代
や
埋

葬
状
況
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

石
巻
市
指
定
文
化
財

龍
泉
院
の
イ
チ
ョ
ウ

龍
泉
院
境
内
に
立
つ
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、
枝

張
り
が
よ
く
大
き
く
整
っ
た
樹
形
を
も
つ
石
巻

市
の
代
表
的
な
イ
チ
ョ
ウ
で
あ
る
。
雌
株
で
根

回
り
七

・
ニ
メ
ー
ト
ル
。
市
内
で
高
木
吉
祥
寺

の
イ
チ
ョ
ウ
に
次
ぐ
巨
樹
で
あ
る
。
晩
秋
に
は

黄
葉
し
て
美
し
い
景
観
を
見
せ
て
く
れ
る
。

石
巻
市
指
定
文
化
財

吉
祥
寺
イ
チ
ョ
ウ

こ
の
吉
祥
寺
の
山
門
に
立
つ
二
株
の
イ
チ
ョ

ウ
は
、
石
巻
市
の
代
表
的
な
イ
チ
ョ
ウ
で
、
ぎ

ん
な
ん
の
な
る
雌
株
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
根
回
り
は
九
メ
ー
ト
ル
と

7

メ
ー
ト
ル
で
、
乳
の
垂
れ
た
よ
う
な
瘤
の
み
ら

れ
る
北
側
の
株
は
市
内
最
大
の
巨
樹
で
あ
る
。



図 1 小竹 イッカイ棚

曲材 （マツラ） コベリ

シキ長サ 15尺5寸

シキ巾 3尺7寸

深サ 1尺 4寸

シキの厚さ 1. 5寸
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ミヨシのヒラキ 7. 0寸
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床
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（図は折ズミで①3尺X古になっている）
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ミ” II , コベリ

図2 女川町江島サ ッパ

1.8寸 ＼シキ巾 3尺8寸

1尺8寸

シキ長サ 18尺5寸 シキの厚さ

深サ 1尺8寸 ナカ棚の厚さ 1.1寸 シキ

スベリ
シキ板（板子） シキ巾 3尺8寸 トダテの厚さ 1 8寸
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シキ
シキ板（板子） ，＇ 船バリ シキ板（板子）
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， 

仕切取リハジシ I ,-ーハリキリ
＇ 

戸立

中ズミ

②I-ヨコズミ
床

シキの型取り

①3尺3寸 ②3尺8寸 ③3尺6寸 ④3尺3寸（図は折ズミで①は 3尺3寸X古）

仕切 舟バリ

仕切

コベリ

作図一阿陀忠雄大工縮尺志
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